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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題1.　政策・方針決定過程への女性の参画推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・「寝屋川市審議会等の設置、運営及び公開に関する
　　指針」に基づく女性委員登用についての、全庁への
　　依頼及び審議会の担当課への助言

2.女性委員がいない審議会等の解消に努めます

総務課
人権文化課

全部局

　
　・第４期ねやがわ男女共同参画プラン、「寝屋川市審議会等の設置、運営
　　及び公開に関する指針」に基づく審議会等への女性委員登用の促進
　
　
　
　【審議会等における女性委員の登用比率】26.4%（前年度比1.6%増）
　
　【女性委員登用比率向上に向け、審議会等の取りまとめ課としての取組】
　

総務課
人権文化課

全部局

　
　・第４期ねやがわ男女共同参画プラン、「寝屋川市審議会等の設置、運営
　　及び公開に関する指針」に基づく審議会等への女性委員登用促進の依頼
　
　・男女共同参画推進本部において、関連各課が所管している審議会等への
　　女性委員登用促進の依頼
　
　
　
　【女性委員のいない審議会等の割合】9.3%（前年度比1.1%減）

　【女性委員登用比率向上に向け、審議会等の取りまとめ課としての取組】
　

　

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）市の政策・方針決定過程への女性の参画推進

　
　・第４期ねやがわ男女共同参画プラン、「寝屋川市
　　審議会等の設置、運営及び公開に関する指針」に
　　基づく審議会等への女性委員登用の促進

1.審議会等への女性委員の登用比率30パーセント以上を目標に、登用を積極的に進めます
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題1.　政策・方針決定過程への女性の参画推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 8,209 23 8,208
24 8,241 24 8,238
25 9,952 25 9,522
26 9,769 26 9,761
27 9,672 27 9,564
28 9,679 28 9,668
29 9,834 29 9,863
30 9,880 30
31 31
32 32

　・パブリック・コメント手続の実施  ・パブリック・コメント手続の実施
  【実施件数】8件
  【提出された意見数】215件
  【女性の積極的な参画促進のための具体的取組】
 　 引き続き、女性を含む市民等による市政への意見を募集し、提出され
　　た意見を踏まえ政策等を決定し、意見に対する行政の考え方等を公表
　　する。

企画政策課
全部局

　・市政相談、陳情・要望書の受付等による意見の把握 　・市政相談、陳情・要望書の受付等による意見の把握

　【各種相談件数】
 

広報広聴課

3.市政への意見反映の場への女性の積極的な参画を促進します

司法書士
宅地建物
取引士

土地家屋

調査士
建築士

H23 1,589 640 949 12 2 10 32 14 18 31 11 20 9 5 4 25 9 16 1,218 589 629

H24 1,508 637 871 16 7 9 28 6 22 28 8 20 14 7 7 23 10 13 1,198 589 609

H25 1,263 538 725 27 19 8 35 8 27 36 16 20 16 6 10 27 14 13 1,202 580 622

H26 1,492 588 904 24 11 13 33 7 26 37 18 19 16 7 9 30 11 19 1,142 543 599

H27 1,412 597 815 13 10 3 33 12 21 41 20 21 11 3 8 31 9 22 1,041 441 600

H28 1,502 638 864 16 7 9 44 16 28 45 24 21 17 6 11 38 15 23 991 486 505

H29 1,360 590 770 3 3 0 53 19 14 40 21 19 20 9 11 22 6 16 803 368 435

H30
H31
H32

男

相談種別 法律相談 行政相談
登記・

測量相談
国税相談

不動産・

建築相談

相続・

遺言等相談
市政相談

男 女 税理士 男 女相談員 弁護士 男 女 行政相談委員 男 女

年
度

男 女 行政書士 男 女 市職員女
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題1.　政策・方針決定過程への女性の参画推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,544 23 1,106
24 1,420 24 1,110
25 1,426 25 1,061
26 1,436 26 1,026
27 1,705 27 1,201
28 2,069 28 1,254
29 2,180 29 1,435
30 2,015 30
31 31
32 32

4.女性職員の管理職への登用を30パーセントを目標に進めます

人事室
人権文化課

（ 2 ）女性職員の管理職への積極的な登用

　・女性職員の係長候補者試験の受験の促進

　・女性職員のキャリアアップ研修及び女性の活躍推進
  （女性の働きやすい職場環境づくり）について考える
    機会を提供するための研修の実施

　・将来の市政を担う女性幹部候補生を育成するため、
　　女性職員を対象とした自治大学校（第１ 部・第２ 部
　　特別課程）派遣研修の実施

　・女性管理職（係長以上）比率　16.1%　H30.4.1現在
　・女性管理職（課長以上）比率　13.4%　H30.4.1現在

　・女性職員の係長候補者試験の受験の促進。
　【取組内容】
　　係長候補者試験における女性管理職登用推進区分の設定
　【要件】
　　以下の⑴～⑶のすべてを満たしている女性職員
　　⑴主査・一般職（対象拡大）の女性職員
　　⑵前年度の人事評価総合ランク「S」又は「A」かつ、前々年度の人事評
　　　価総合ランク「B」以上
　　⑶部長推薦を受けた職員の1次試験及び小論文試験の免除
　【成果】
　　17人の女性職員が係長試験を受験し、10名が合格(内、女性管理職登用
　　推進区分利用受験者12名、合格者９名)

　・女性職員のキャリアアップ研修の実施
　【取組内容】
　　女性職員の登用の拡大を図り、女性のキャリア形成に関する知識、技法
　　について学ぶ。
　【成果】
　　10/25実施、13名参加

　・女性活躍推進研修の実施
　【取組内容】
　　男性管理職、女性職員が共にワークショップを通じて、女性職員から見
　　た良好な職場環境について意見交換をする。
　【成果】
　　１/29実施、46名参加

　・自治大学校（第１部・第２部特別課程）派遣研修への参加
　【取組内容】
　　「地方公務員女性幹部養成支援プログラム」として、将来の市政を担う
　　女性幹部職員に必要な政策形成能力及び行政経営能力を修得し、かつ、
　　公務員としての使命感及び管理者意識を涵養することを目的として、高
　　度な研修を行う。
　【成果】
　　研修期間　１/16～２/９、１名参加

3



目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題1.　政策・方針決定過程への女性の参画推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・自治会長における女性就任の機運の醸成
　

　・社会を明るくする運動地区推進委員会役員における
    女性就任の機運の醸成
　

　・自治会長における女性就任の機運の醸成
　【自治会長】　男178人 女22人

　・社会を明るくする運動地区推進委員会役員における女性就任の機運の
　　醸成
　【役員】　男 108人、女96人

（ 3 ）地域等における方針決定過程への男女の対等な参画促進

6.地域やコミュニティ活動における女性指導者の育成と指導的立場への参画が促進されるような気運の醸成に努めます

市民活動振興室

5.女性教員の管理職への登用を進めます

　・女性教員の管理職選考試験への受験の奨励促進 　・女性教員の管理職選考試験への受験の奨励促進

　【市内小中学校の教頭、校長の男女内訳】
　　小学校　教頭　男16人 女８人、校長　男18人 女６人
　　中学校　教頭　男８人 女４人、校長　男11人 女１人

学務課
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題1.　政策・方針決定過程への女性の参画推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 160 24 150
25 160 25 150
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29
30 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29
30 30
31 31
32 32

 ・地域活動での女性指導者の育成と参画の促進

全部局

 ・予定なし

人権文化課

 ・地域活動での女性指導者の育成と参画の促進

 ・今年度、地域啓発講座予定なし
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題２．　地域における男女共同参画の促進 (単位：千円）

年度 予算額 平成30年度計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 平成29年度実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 9,300 23 9,100
24 9,300 24 9,100
25 9,272 25 9,072
26 9,454 26 9,254
27 10,355 27 10,355
28 9,254 28 9,254
29 9,254 29 8,254
30 30
31 31
32 32

23 6,251 23 6,176
24 6,239 24 6,096
25 6,238 25 6,210
26 6,293 26 6,341
27 6,395 27 6,392
28 6,469 28 6,453
29 6,504 29 6,503
30 6,631 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）男女で共に支える地域活動の促進

7.男女共同参画の視点に立って市民活動等の情報提供を行い、ネットワーク化を促進します

　・市民活動センター事業の実施
　　市民活動センターを拠点に、市民活動の情報収集・
　　提供とともに各種講座や交流会等の開催により、市
　　民活動団体間のネットワークづくりや市民活動の活
　　性化の促進

全部局

　・様々な市民活動等の情報提供と支援

市民活動振興室

　・ふれあいプラザ香里を市民活動等の情報交換や交流
　　の場として提供
　

　　・ふれあいプラザ香里事業
　ふれあいプラザ香里を市民活動等の情報交換や交流の場
　として提供

　【内容】自由図書コーナー、淡水魚コーナー、ふれあいコーナー
　　、情報コーナー。ふれあいコーナーは作品展示やイベント等に利用。
　
　

　・来場者数を男女別カウンターで集計
　
　【来場者数】男19,130人、女28,434人

市民活動振興室

　・様々な市民活動等の情報提供と支援

　・市民活動センター事業の実施
　　市民活動センターを拠点に、市民活動の情報収集・提供
　　とともに各種講座や交流会等の開催により、市民活動団
　　体間のネットワークづくりや市民活動の活性化の促進
　
　
　【内容】市民活動講座、市民活動交流会、ＮＰＯ何でも
　　　　　相談、登録団体交流会、ふれあいフェスタ　等
　

　【来場者数】男 8,120人、 女 12,168人
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題２．　地域における男女共同参画の促進 (単位：千円）

年度 予算額 平成30年度計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 平成29年度実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 6,204 23 6,127
24 6,034 24 5,868
25 6,046 25 6,034
26 6,044 26 6,035
27 6,128 27 6,117
28 6,059 28 6,056
29 6,090 29 5,804
30 6,050 30
31 31
32 32

23 450 23 401
24 276 24 265
25 252 25 232
26 208 26 198
27 174 27 167
28 174 28 174
29 174 29 174
30 174 30
31 31
32 32

市民活動振興室

　・地域活動への積極的な参画の促進
　　くらしと人権講演会または映画会を
　　社会を明るくする運動地区推進委員会で実施。
　　夜間パトロール等活動への参画の促進

【実施場所】民間保育所25箇所　認定こども園15か所
　　　　　　市立保育所6か所、事業所内保育事業所2か所
　
　・地域活動での世代間の交流を促進
　
　・敬老の日の集い
　
　・ボランティアの保育参加
　　(元気アップ介護ポイント事業との連携）
　
　・老人ホームへの訪問

　・地域活動への積極的な参画の促進
　
　駅前一斉清掃活動
　【回数】　４回

　くらしと人権講演会または映画会を
　社会を明るくする運動地区推進委員会で実施。
　夜間パトロール等活動への参画の促進

保育課

8.男性の地域活動への参加を促し、様々な市民が主体的に参加・参画できるよう働きかけます

　・保育所に地域の高齢者等を招いて児童と交流
   【実施場所】
    民間保育所28か所、認定こども園9か所、
　　市立保育所6か所、事業所内保育事業所1か所

　・地域活動での世代間の交流を促進
　【内容】
    地域交流事業として、知識・経験を有する方から畑づくりの
　　指導を受けた。
    生け花や折り紙などの指導を受けるとともに、伝承遊びを楽
　　しんだ。

　・敬老の日の集い
   【内容】
    保育所等を利用する乳幼児の祖父母及び地域の方に参加いた
　　だき、 保育所等のこどもとのふれあい遊びを楽しんだ。

　・ボランティアの保育参加
    (元気アップ介護予防ポイント事業との連携）
   【内容】
    元気アップ介護ポイント事業と連携し、手づくり紙芝居や畑づ
　　くり、保育室に設置する棚の作成などボランティアで保育に参
　　加してもらった。

  ・老人ホームへの訪問
   【内容】
    老人ホームを訪問し、ふれあい遊びや合奏・太鼓・ダンス・歌
　　などを披露した。
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題２．　地域における男女共同参画の促進 (単位：千円）

年度 予算額 平成30年度計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 平成29年度実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 183 23 97
24 183 24 107
25 162 25 121
26 184 26 140
27 185 27 154
28 181 28 168
29 181 29 153
30 178 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 758 23 721
24 735 24 610
25 813 25 734
26 1,126 26 943
27 1,241 27 1,054
28 1,169 28 863
29 1,391 29 873
30 1,082 30
31 31
32 32

9.環境保全、まちづくりなどの分野において女性の参画を進めます

（ 2 ）防災や環境、まちづくりなどへの男女共同参画の促進

　・様々な地域活動への積極的な参画の促進

社会教育課

　・所管する指定管理者施設のまつり等において、
　　まちのせんせいコーナーを設け、また、市HPや
　　広報誌を通じ、市民への周知を図っていく。
　

　・寝屋川市環境保全審議会への女性委員の参画
　【女性委員登用に向けた具体的な取組内容】
　　関係団体に女性委員の推薦をお願いした。

　・自治会の推薦と公募で委嘱した「寝屋川市美しいまちづくり推進員」
　　による駅前啓発活動の実施
　【回数】年６回
　【場所】市内４駅（東寝屋川駅は年３回）
　【寝屋川市美しいまちづくり推進員】男性 91人、女性 32人

　

　・寝屋川市環境保全審議会の次期委員について、女性
　　委員の候補者を調べる。

　・様々な地域活動への積極的な参画の促進

全部局

　・ちらしやまちのせんせいまつりを通じて、まちのせんせいの
　　活用を促進した。
　
　【登録者数】総数121人（男53人、女68人）
　【派遣依頼件数】171件
　【派遣者数】延べ 199人（男 80人、女119人）

環境推進課
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題２．　地域における男女共同参画の促進 (単位：千円）

年度 予算額 平成30年度計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 平成29年度実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,577 23 1,484
24 1,037 24 150
25 1,188 25 922
26 1,028 26 1,051
27 1,377 27 1,021
28 919 28 862
29 1,112 29 587
30 923 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・様々な分野での女性の参画の推進 　・様々な分野での女性の参画の推進

全部局

　・ふらっと市民セミナー

　・ふらっと ねやがわ連絡会及び連絡会企画講座の実施

人権文化課

　・ふらっと市民セミナー
　【タイトル】
　　＜女性の働き方　連続講座＞　わたしだからできること
　　　～女性のチカラで地域を元気に～
　【内容】
　　地域社会は今なお多くの女性たちのアンペイドワークで支えられ
　　ている。
　　経験や資格を活かしながら、個々の事情に合わせた支援や働き方
　　ができることを知ることで、働き方の選択肢を広げ、地域におけ
　　る男女共同参画社会の発展を促進することを目的とした講座。
　【参加者数】女性のみ募集　10人/２回

　・ふらっと ねやがわ連絡会及び連絡会企画講座の実施
　　連絡会議２回実施
　　連絡会企画講座１回実施（会議後実施）
　　【テーマ】
　　　性の売買を考える～規制が遅れた『最後』の性暴力～
　　　講師：中里見　博　氏
　　　平成30年３月19日実施
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題２．　地域における男女共同参画の促進 (単位：千円）

年度 予算額 平成30年度計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 平成29年度実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 3,689 23 4,687
24 3,655 24 3,529
25 9,411 25 9,293
26 4,612 26 4,291
27 4,830 27 4,386
28 5,088 28 5,028
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 478 23 237
24 1,062 24 486
25 1,385 25 254
26 1,386 26 346
27 1,379 27 360
28 1,569 28 1,318
29 1,571 29 1,323
30 1,568 30
31 31
32 32

　・寝屋川市安全推進協議会に女性関係団体からの推薦を受けた女性委員の
　　参画
　【委嘱人数】19人（男 15人、女 4人）比率21％
　【内容】寝屋川市安全推進協議会に出席（4回開催）

危機管理室

10.地域の消防・防災活動に、男女が対等に主体的に参加・参画できるよう働きかけるとともに、男女双方の視点に十分配慮して、防災・災害復興体制の充実に努めます

　・自主防災組織整備・育成事業の実施
　【回数】22回（各小学校区単位）
　【参加者数】延べ3,701人（女 -人、男 -人）
　【内容】

　・校区自主防災協議会より寝屋川市消防団に女性団員の推薦
　【消防団員数】195人（男 155人、女40人）
　【女性団員の活動内容】
　
　【防災会議委員数】39人（男35人、女4人）

危機管理室

１１．犯罪防止に向けて、男女双方の視点に十分配慮して、防犯活動を推進します

　・自主防災組織整備・育成事業の実施

　・校区自主防災協議会より寝屋川市消防団員の派遣

　・寝屋川市安全推進協議会に女性関係団体からの推薦
　　を受けた女性委員の参画
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目標Ⅰ　男女が共に参画する社会づくり
課題２．　地域における男女共同参画の促進 (単位：千円）

年度 予算額 平成30年度計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 平成29年度実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

 ・福祉のまちづくり推進事業
　公共施設の設置・改修時等に、ベビーベッドやベビー
　キープの設置等、男女共同参画推進のための施設整備
　への助言

　・福祉のまちづくり推進事業
　公共施設の設置・改修時等に、ベビーベッドやベビーキープの設置等、
　男女共同参画推進のための施設整備への助言

　

建築営繕課

（ 3 ）地域活動への参加を促進するための環境づくり

12.トイレ等、あらゆる公共的施設を整備し、民間の公益的施設への設置についても働きかけます

　・建築物の建築・改修時等に、ベビーベッドやベビ
　　ーチェアの設置等、男女共同参画推進のための施
　　設整備への助言・指導を行政指導として実施
　

　・建築物の建築・改修時等に、ベビーベッドやベビーキープの設置等、男
　　女共同参画推進のための施設整備への助言・指導を行政指導として実施
　
　【実績】 ８件

まちづくり指導課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 0
25 974 25 0
26 759 26 56
27 1,377 27 29
28 929 28 906
29 930 29 602
30 922 30
31 31
32 32

13.「男女共同参画社会基本法」を始めとする男女共同参画にかかわる法律等について情報提供や学習機会の提供に努めます

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施

　・広報紙への掲載による、男女共同参画週間に関する
　　情報提供、啓発

　・ふらっと市民セミナー
　【タイトル】
　　日本そして大阪の男女共同参画の現在
　　　～大阪から見る・大阪を見る～
　【内容】
　　男女共同参画週間にあわせ、ドーン財団理事長の段林和江さんに、第４
　　次男女共同参画基本計画および大阪府の男女共同参画の現状についてお
　　話しいただき、「国」と寝屋川市も属する「府」との実情を比較・対照
　　してみることで、男女共同参画を身近な、自らと緊密な関係を持つ存在
　　と再認識する端緒になることを目的とした。
　【参加者数】男５ 人、女 ８人（計13人）
　
　・広報紙への掲載による、男女共同参画週間（６月23日～29日）に関す
　　る情報提供、啓発
　【掲載内容】男女共同参画社会基本法や、男女共同参画の語彙の説明、
　　　　　　　男女共同参画プランやふらっと ねやがわの紹介等
　
　・ふらっとねやがわパネル展示
　【内容】
　　　男女共同参画週間パネル
　【タイトル】
　　「踏み出そう一歩！足元にある男女共同参画」

　　男女共同参画社会のワンフレーズメッセージ募集、展示

人権文化課

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）男女の人権尊重に関する法律の理解の促進
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 56
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・第４期ねやがわ男女共同参画プラン、男女共同参画
　　に関する市民意識調査報告書による情報提供
　【情報提供の方法】
　各種講座や研修において、市の現状等について市民意
　識調査結果を用いて報告・説明を行う

　・広報紙への掲載による、男女共同参画週間に関する
　　情報提供、啓発

　・第４期ねやがわ男女共同参画プラン、男女共同参画に関する市民意識
　　調査報告書による情報提供
　【情報提供の方法】
　　各種講座や研修において、市の現状等について市民意識調査結果を
　　用いて報告・説明を行う

　・ホームページの改善
　【改善内容】
　　市ホームページの男女共同参画プランの掲載において、プランと
　　その推進状況のページを統合し、またイラストの挿入等をするこ
　　とで、より多くの市民に親しみをもって見てもらえるよう改善を
　　図った。

　・広報紙への掲載による、男女共同参画週間（６月23日～29日）に関す
　　る情報提供
　【掲載内容】
　　男女共同参画社会基本法や、男女共同参画の語彙の説明、男女共同
　　参画プランやふらっと ねやがわの紹介等

人権文化課

（ 2 ）男女共同参画の視点に立った情報提供や啓発活動の充実

14.男女共同参画プランや市民意識調査の結果等の情報提供に努めます
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,252 23 1,185
24 1,267 24 1,295
25 1,143 25 884
26 759 26 1,060
27 802 27 859
28 884 28 861
29 885 29
30 30
31 31
32 32

23 900 23 721
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・表現ハンドブックの作成及びそれに基づいた表現・
　　編集の推進

　・今年度は該当なし

人権文化課

15.性別に基づく固定観念にとらわれない生き方を考える機会を提供するために、広報・啓発活動を行います

　・ふらっと市民セミナー

　

　・男女共同参画社会ワンフレーズメッセージの募集

　・ふらっと市民セミナー、
　【タイトル】
　　自分も相手も大切にする女性のための自己主張トレーニング（入門編）
　　２回連続講座
　【内容】
　　内在化した固定的性別役割意識に気づき、そこから解放され、「女性
　　だからこうあるべき」ではない個人として自立できる力を得るきっか
　　けになることを目的とする講座。
　　自分の気持ちに向き合い、相手のことも尊重した自己主張ができるよ
　　うになり、相手との対等な関係を築けるようになることを目指した。
　
　【参加者数】女性のみ募集　女19人/２回

　・男女共同参画社会ワンフレーズメッセージの募集
　【内容】
　　広報、ホームページ、チラシ等を用いて、市民に対し広く応募を呼び
　　かけ、優秀作品については表彰を行った。
　　（最優秀作品）　「料理する　パパの笑顔は　金メダル」

人権文化課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 41,452 23 33,743
24 33,197 24 28,267
25 32,987 25 27,854
26 35,954 26 31,642
27 35,249 27 37,682
28 53,222 28 42,581
29 52,170 29 43,458
30 53,516 30
31 31
32 32

23 5,159 23 4,489
24 4,627 24 4,278
25 17,678 25 12,735
26 2,834 26 2,562
27 2,391 27 2,300
28 23,098 28 17,065
29 10,294 29 8,427
30 8,913 30
31 31
32 32

16.広報紙やチラシ、ホームページ等、様々な媒体を通じ広報・啓発活動を行います

　・月１回発行する広報誌において、継続的に当該事業
 　 等について啓発を進めていきます。掲載にあたって
  　は、より分かりやすい表現となるように努め
  　ます。

　・広報誌の発行
　【発行回数】　広報ねやがわ　　　12回
　　　　　　　　点字広報　　　　　12回
　　　　　　　　声の広報　　　　　12回
　【人権関連啓発記事及びその内容】
　　・「人権が尊重される社会を目指して」（11月号掲載）
　　・「12月４～10日　人権週間」（11月号掲載）
　　　　人権尊重の啓発と人権週間に伴う啓発活動の紹介
　　・「小・中学生人権作品入選者を表彰」（１月号掲載）
　　　　人権作品入選者と入選作品を掲載

広報広聴課

　・平成26年度にやさしい日本語の導入など、市ホーム
　　ページの利便性を向上させています。今年度も市ホ
　　ームページに加え、飛躍的に普及が進んでいるスマ
　　ートフォンのアプリケーションソフトを利用し、行
　　政情報の積極的な発信に努めます。
　　動画配信については、イベント情報を中心に幅広い
　　情報を映像と音声でより分かりやすく発信するよう
　　努めます。

広報広聴課

　・市ホームページは、高齢者や障害者に配慮したページ設計を行い、
　　スマートフォンにも対応した携帯サイトによる行政情報の発信
　
　・フェイスブック等との連携を活用した動画配信

総再生回数 制作総本数

H23 613,401 65,905 32,306 44
H24 599,616 28,010 19,570 36
H25 828,343 24,378 15,570 34
H26 989,818 30,938 18,767 37
H27 1,015,182 28,572 11,741 32
H28 873,100 23,138 17,890 42
H29 1,051,337 23,484 12,902 31
H30
H31
H32

ＨＰトップページ
総アクセス数

携帯サイトトップページ
総アクセス数
（携帯＋ＰＣ）

動画配信

年
度

15



目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 98 23 94
24 184 24 206
25 90 25 90
26 90 26 91
27 90 27 65
28 90 28 90
29 90 29 90
30 90 30
31 31
32 32

23 1,252 23 1,185
24 1,258 24 1,136
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　・広報紙やホームページ、リーフレット等による情報
　　提供､啓発活動の実施

　・男女共同参画週間に合わせて駅前で街頭啓発の実施

　・女性に対する暴力をなくす運動に合わせて駅前で街
　　頭啓発の実施

　・広報紙やホームページ、リーフレット等による情報提供､啓発活動の
　　実施

　・男女共同参画週間に合わせて駅前での街頭啓発の実施
　【実施日】６月23日
　【場所】（京）寝屋川市駅・香里園駅
　【内容】男女が互いにその人権を尊重しつつ責任も分かち合い、性別に
　　　　　かかわりなく、その個性と能力を十分に発揮することができる
　　　　　男女共同参画社会の形成に向け、内閣府の男女共同参画週間
　　　　　(６月23日～29日)に合わせて啓発物品等を駅前で配布し、市民
　　　　　に呼びかけることで、男女共同参画意識の高揚を図る。
　
　・女性に対する暴力をなくす運動に合わせて駅前での街頭啓発の実施
　【実施日】11月13日
　【場所】（京）寝屋川市駅・香里園
　【内容】「女性に対する暴力をなくす運動」（11月12日～25日）に合わ
　　　　　せて啓発物品等を駅前で配布し、市民に呼びかけることで、女
　　　　　性に対する暴力根絶についての意識の高揚を図る。

人権文化課

17.科学分野等、女性が少なかった分野や男性が少なかった分野へのそれぞれの参画について啓発を行います

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施
　【実施予定内容】
　　年間を通じて行う市民セミナーの中で、必要に応じ
　　て性別に関わらないさまざまな分野への参画を促進
　　する講座を、親子を対象にして行う予定。

　・ふらっと市民セミナー
　【タイトル】
　　日本そして大阪の男女共同参画の現在
　　　～大阪から見る・大阪を見る～
　【内容】
　　男女共同参画週間にあわせ、ドーン財団理事長の段林和江さんに、第４
　　次男女共同参画基本計画および大阪府の男女共同参画の現状についてお
　　話しいただき、「国」と寝屋川市も属する「府」との実情を比較・対照
　　してみることで、男女共同参画を身近な、自らと緊密な関係を持つ存在
　　と再認識する端緒になることを目的とした講座。
　【参加者数】男５ 人、女 ８人（計13人）
　

人権文化課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,252 23 1,185
24 1,258 24 1,136
25 1,134 25 1,035
26 759 26 824
27 802 27 0
28 1,021 28 999
29 876 29 557
30 1,023 30
31 31
32 32

23 67,744 23 47,865
24 69,000 24 68,995
25 38,500 25 39,181
26 39,600 26 38,423
27 39,600 27 39,572
28 37,980 28 37,574
29 37,980 29 37,960
30 37,980 30
31 31
32 32

23 240 23 226
24 228 24 190
25 206 25 328
26 321 26 168
27 192 27 188
28 183 28 183
29 174 29 174
30 165 30
31 31
32 32

　・男女共同参画推進センターの図書、資料等の充実
　【図書】
　　2,700点
　【ＤＶＤ】
　  71点（ＶＨＳ含む）
 

人権文化課

18.男性にとっての男女共同参画社会の意義や責任、男性の地域・家庭への積極的な参加・参画を促す啓発活動を進めます

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施
　【実施予定内容】
　　年間を通じて行う市民セミナーの中で、必要に応じ
　　て男性の地域・家庭参加を促進する講座を行う

　・男女共同参画情報誌「ルュミエール」による情報提
　　供と啓発

　
　・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　男性の働き方が変われば、社会が変わる！
　【内容】
　　仕事と家事や育児・介護との両立は、今まで女性の問題とされること
　　が多かったが、現在は共働き世帯が増え、男性も家事や育児、介護等
　　に関わることが増えている。
　　共働き世帯の男性の現状や抱える問題に焦点をあて、男性の立場・視
　　点から男女共同参画の意義や取組みについて理解を深める講座。
　【参加者数】
　　　男７人、女５人　計12人
　

人権文化課

　・男女共同参画に関わる資料を収集
　・本展の開催を検討します。
　【新規書籍の配架数】
　　図書　30,214点（内人権・男女共同参画に関わるもの21点）
　　ＤＶＤ139点（内人権・男女共同参画に関わるもの0点）

19.男女共同参画に関する図書やDVD、資料等の収集、提供に努めます

　・男女共同参画に関わる資料収集
　・本展の開催を検討します。
　【新規書籍の配架】

中央図書館

　・男女共同参画推進センターの図書、資料等の充実
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32 人権文化課

 
 ・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施

　
　・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　女性の生き方講座
　　「わたしが生きづらい理由～生きづらさを言葉にしてみよう～」
　【内容】
　　女性の生きづらさの要因の一つには、社会の慣行やその根本にある性
　　別役割分業意識が根強くあることが考えられる。
　　この講座は、自らの生きづらさを言語化し、問題意識を共有すること
　　で誰もが前向きに自分らしく生きられる社会を目指す一助にし、その
　　原因が、社会のしくみや慣行にあることに気付き、変革しようとする
　　ことで、男女共同参画社会実現への一歩とした。
　【参加者数】
　　女性のみ募集　12人
　

　・市史編纂における慣習、行事等の調査研究 　・市史編纂における慣習・行事等の調査研究

中央図書館

（ ３ ）男女共同参画の視点に立った慣行の見直し

20.慣行の歴史的な経過や背景について、男女共同参画の視点に立って考える機会や情報を提供します
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,252 23 1,028
24 1,258 24 1,179
25 1,134 25 1,035
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32 広報広聴課

人権文化課
全部局

　・性別に基づく固定観念にとらわれない視点での表現、編集の推進

（ 4 ）表現における男女共同参画の推進

　
　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　女性の生き方講座
　　「わたしが生きづらい理由～生きづらさを言葉にしてみよう～」
　【内容】
　　女性の生きづらさの要因の一つには、社会の慣行やその根本にある性
　　別役割分業意識が根強くあることが考えられる。
　　この講座は、自らの生きづらさを言語化し、問題意識を共有すること
　　で誰もが前向きに自分らしく生きられる社会を目指す一助にし、その
　　原因が、社会のしくみや慣行にあることに気付き、変革しようとする
　　ことで、男女共同参画社会実現への一歩とした。
　【参加者数】
　　女性のみ募集　12人
　

22.「表現活動に関するガイドライン」に沿って性別に基づく固定観念にとらわれない視点での表現、編集を進めます

　・性別に基づく固定観念にとらわれない視点での表現、
　　編集の推進

人権文化課

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施

21.性別に基づく固定観念にとらわれず活躍した人を紹介し、慣行について考える機会を提供します
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題1.　男女共同参画の意識づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　
 ・ふらっと市民セミナーの実施

　
　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　女性の生き方講座
　　「わたしが生きづらい理由～生きづらさを言葉にしてみよう～」
　【内容】
　　女性の生きづらさの要因の一つには、社会の慣行やその根本にある性
　　別役割分業意識が根強くあることが考えられる。
　　この講座は、自らの生きづらさを言語化し、問題意識を共有すること
　　で誰もが前向きに自分らしく生きられる社会を目指す一助にし、その
　　原因が、社会のしくみや慣行にあることに気付き、変革しようとする
　　ことで、男女共同参画社会実現への一歩とした。
　【参加者数】
　　女性のみ募集　12人
　

人権文化課

23.メディアにおける表現について、性別に基づく固定観念にとらわれない視点で見直す力を養う機会の提供等や市民の自主的な活動を支援します
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）男女平等保育・教育の推進

　・全ての教育活動における男女平等の視点に立った指導
　【具体的な指導内容】
　　社会科：基本的人権の尊重
　　家庭科：家庭生活をみつめる
　　道徳：公正、公平、社会参画
　　その他：キャリア教育

学務課

　・府、市主催の研修案内と参加の奨励

　・情報誌・図書案内と教材の開括

　・全ての教育活動において男女の人権を尊重し、
　　男女の固定的な役割分担や意識を見直すととも
　　に、必要のない男女別の指導は行わない、男女
　　混合名簿を実施する等、一人ひとりの個性を大
　　切にする、男女共同参画を推進する。

　【指導内容】
　　・幼稚園教育研究会に於いての保育研究と実践
　　・情報誌・図書案内

　【具体的な教材の内容】
　　人権学習関係、男女平等につながる絵本などを使っての指導

24.男女平等を推進する保育、教育の充実を図ります

　・絵本・紙芝居など関連する視覚教材を使った園児
　　への指導

　・男女平等な保育の指導方法やカリキュラムについ
　　ての検討

　・絵本・紙芝居など関連する視覚教材を使った園児への指導
   【具体的な視覚教材の内容】
    絵本、紙芝居

　・男女平等な保育の指導方法やカリキュラムについての検討
　 【カリキュラム内容】
　  年長児に男の子と女の子の違いに気付き、互いに認め合って尊重し、
  　大事にする等の指導を行った。

保育課

教育指導課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 1,028
24 0 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 0
30 877 30
31 31
32 32

23 125 23 107
24 125 24 115
25 120 25 109
26 110 26 107
27 98 27 98
28 102 28 87
29 82 29 17
30 50 30
31 31
32 32

23 910 23 0
24 880 24 0
25 842 25 0
26 848 26 0
27 837 27 0
28 837 28 0
29 812 29 0
30 805 30
31 31
32 32

27.児童・生徒の自尊感情の確立と性的自己決定力が高められるよう、性教育の指導に努めます

　・教科書や性教育副読本「ほほえみ」等を活用し、児
　　童生徒の自尊感情の確立と性的自己決定力が高めら
　　れるよう、性教育の指導を行う

　
　・ふらっと市民セミナーの実施 　・ふらっと市民セミナーの実施

　　今年度実施なし

（ 2 ）学校教育における人権尊重に基づいた性教育の推進

教育指導課

25.小・中学校・幼稚園・保育所等へ、男女平等の意識づくりを進めるために、情報提供に努めます

人権文化課

　・児童・生徒の希望、個性、能力に応じた進路指導の実施

　・総合的な学習時間等における職業体験学習の実施
　
 【主な職種】
　・教育関係（幼稚園・保育所・小学校）飲食関係、公共施設（消防署
　　等）、医療・福祉関係等

 【提供方法】
　　総合的な学習の時間等に事前学習を実施

　・児童・生徒の希望・個性・能力に応じた進路指導の
　　実施
　・総合的な学習の時間等における職場体験学習の実施

26.児童・生徒が個性や能力に応じて主体的に進路を選択する能力を身につけられるよう、職業体験や進路指導の充実を図ります

　・教科書や性教育副読本「ほほえみ」等を活用し、児童・生徒の自尊
　　感情の確立と性的自己決定力が高められるよう、性教育の指導

　【指導対象】　全学年
　
　【指導方法】　保健の授業で実施 教育指導課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 910 23 0
24 880 24 0
25 842 25 0
26 848 26 0
27 837 27 0
28 837 28 0
29 812 29 0
30 805 30
31 31
32 32

23 60 23 0
24 60 24 0
25 60 25 0
26 40 26 40
27 20 27 20
28 50 28 50
29 50 29 50
30 50 30
31 31
32 32

　・教科書や性教育副読本「ほほえみ」等を活用し、
　　ＨＩＶ／エイズや性感染症に関する正しい理解を
　　浸透させる

　・教科書や性教育副読本「ほほえみ」等の活用による、ＨＩＶ／エイズ
　　や性感染症に関する正しい理解の浸透

　【指導にかける時間数・時期】
　　小６の３学期に１～２時間、中３の２学期に４～５時間
　【具体的な指導方法】
　　保健の授業で指導

　○男女平等教育セクシュアルマイノリティ研修
　　【実施回数・テーマ・対象】
　 　１回・性的マイノリティについて・人権担当教員等
　　【講座内容】
　　・学校における男女平等教育を推進するための基本的な考え方
　　　や、セクシュアルマイノリティの人権について具体的事例に
　　　基づいて学ぶ。

　○セクシュアルハラスメント防止研修
　　【実施回数・テーマ・対象】
　 　１回・セクシュアルハラスメント防止・３～５年目教員等
  　【講座内容】
　　・スクールセクシュアルハラスメント防止について、具体的事例
　　　を基に学び、人権意識を高める。

28.HIV／エイズや性感染症に関する正しい理解の浸透に努めます

教育指導課

29.教職員を対象とする人権尊重の視点からの性教育研修の充実を図ります

教育研修センター

　●セクシュアルマイノリティやスクールセクシュアル
　　ハラスメントについての研修の実施
　○男女平等教育セクシュアルマイノリティ研修
　【実施回数・テーマ・対象】
　　1回・男女平等性的マイノリティの人権・３～５年
　　目教職員・養護教諭・希望者
　【講座内容】
　　学校における男女平等教育を推進するための、基本
　　的な考え方や、セクシュアルマイノリティの人権に
　　ついて具体的事例に基づいて考える。
　○セクシュアルハラスメント防止研修
　【実施回数・テーマ・対象】
　　1回・セクシュアルハラスメント防止について・３～
　　５年目教職員・希望者
　【講座内容】
　　セクシュアルハラスメントを学校で起こさないように
　　、子どもの心の痛みについて、自らの問題として受
　　け止める感性が必要です。人権意識を高め、具体的
　　事例に基づいて考える。
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 30 23 0
24 30 24 0
25 30 25 0
26 40 26 20
27 20 27 0
28 50 28 50
29 50 29 20
30 50 30
31 31
32 32

（ 3 ）教職員、保育士への男女共同参画の推進

　
　・関係機関の実施する研修への積極的な参加
　　※平成29年度は研修への参加実績なし

保育課

　学校教育における男女平等を推進するための研修の
　実施
　【実施回数・テーマ・対象】
　・３回
　・体罰防止/人権課題に関する研修/新たに渡日した
    子どもへの支援
　・３～５年目教職員
　【講座内容】
　　体罰防止
　　大阪の人権教育に関する課題
　　新たに渡日した子どもへの支援

教育研修センター

30.保育所の保育士、幼稚園、小・中学校の教員を対象に男女平等を推進するため、研修の充実を図ります

　・関係機関の実施する研修への積極的な参加

　
　【実施回数・テーマ・対象】
　 ・３回
　 ・体罰防止/大阪の人権教育に関する課題/新たに渡日した子どもへの
　　 支援
　 ・３～５年目教職員
　【講座内容】
　　体罰防止
　　大阪の人権教育に関する課題
　　新たに渡日した子どもへの支援
　
　・違いを互いに認め合う共存社会の実現という視点から、男女平等教育
　　の在り方と国際理解についての研修の実施

　

　・府、市主催の研修案内と参加の奨励
　  また、その後、園内での報告

　・新しい教材、保育内容の検討

　

　【指導内容】
　・幼稚園教員研修会においての保育研究と実践
　・情報誌図書案内
　【具体的な教材の内容】
　・人権学習関係、男女平等につながる絵本などを使っての指導

学務課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 41,452 23 33,743
24 33,197 24 28,267
25 32,987 25 27,854
26 35,954 26 31,642
27 35,249 27 37,682
28 53,222 28 42,581
29 52,170 29 43,458
30 53,516 30
31 31
32 32

23 2,036 23 2,036
24 1,912 24 1,912
25 1,881 25 1,850
26 1,802 26 1,506
27 1,766 27 1,610
28 1,732 28 1,810
29 3,500 29 3,172
30 3,380 30
31 31
32 32

　・広報誌の発行
　【発行回数】
　　広報ねやがわ　　12回
　　点字広報　　　　12回
　　声の広報　　　　12回
　【子どもの人権関連啓発記事及びその内容】
　　「11月は児童虐待防止推進月間」（11月号掲載）
　　　児童虐待防止の啓発と相談窓口の案内など

31.広報紙や情報誌、講座等を通じて、「女らしさ、男らしさ」にとらわれない、子どもの人権を尊重する家庭教育を促進します

　・子どもたちが安全安心に成長できるよう、引き続き
　　市立小学校全３・６年生を対象に実施するとともに
　　６年生に対しては、中学校進学に備えて、いじめに
　　対する認識や児童性暴力への危機意識を養っていく。

　・月１回発行する広報誌において、継続的に当該事業
　　等について啓発を進めていきます。掲載にあたって
　　は、より分かりやすい表現となるように努めます。
　　＜再掲＞

　・ＣＡＰプログラムに関する学習、研修会の実施
　【実施回数】
　　市立全小学校３年生…24校65回
　　　　　　　　６年生…24校57回
　　市民（大人向け）　…６回
　【プログラムの内容】
　　子どもが主体的に暴力（いじめ、虐待、誘拐、性的暴力等）に対
　　応し、自らの力で防止する力を身に付けるために、ロールプレイ
　　等により体験的に学ぶ。また、大人向けのプログラムでは、子ど
　　ものCAPの内容を大人に周知するとともに、大人がどのように支援
　　できるかを学ぶ。
　【成果】
　　児童が自分自身を守る方法を学ぶ機会を提供できた。また、各小
　　学校の協力により事前の協議を充分に行うことができたことで、
　　児童にわかりやすくきめ細かな事業内容とすることができた。

青少年課

（ 4 ）性別役割にとらわれない家庭教育の促進と保護者との連携

広報広聴課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 2,152 23 1,906
24 1,258 24 1,136
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 0
28 1,021 28 145
29 876 29 557
30 1,023 30
31 31
32 32

23 900 23 900
24 900 24 900
25 900 25 900
26 1,200 26 1,200
27 1,200 27 1,200
28 1,200 28 1,200
29 1,200 29 1,200
30 1,200 30
31 31
32 32

人権文化課

　・ふらっと市民セミナーの実施
　　夏休み等の時期を利用した、親子向けの講座やセミ
　　ナーの実施。「こどもや児童に向けた情報提供の方
　　法」
　・男女共同参画情報誌「ルュミエール」の発行

　・広報紙への掲載

32.市立校園のPTA活動へ男女の積極的な参画を働きかけます

　・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　親子で学ぼう！ＣＡＰワークショップ
　　　～子どもへの暴力防止プログラム～
　【内容】
　　子どもへの犯罪防止教育プログラムとして小学校１・２年生とその保護
　　者向けにＣＡＰプログラムを実施。
　　ＣＡＰの子ども向けプログラムでは子どもの人権について理解を深め、
　　暴力にさらされたときの対処法などを学ぶ。また、大人向けプログラム
　　では子どもたちをサポートするために大人としてできること、子どもを
　　受け止めることができる人材の育成を目的とした。
　【参加者数】
　　男性　４名　女性　５名（計９名）
　　・広報紙への掲載
　【掲載時期】
　　人権週間にあわせ11月号に掲載
　【掲載内容】
　　「人権が尊重される社会をめざして」と題し、女性・子ども・高齢
　　者・障害者などにかかわるあらゆる人権課題について記載し、啓発
　　している。

　・市立校園のＰＴＡ活動に男女両性の積極的参画の働き
　　かけを行う。

　・市立校園のＰＴＡ活動に男女両性の積極的参画の働きかけ
　毎月の役員会を通じて各役員より単位ＰＴＡに呼びかけを行う。
　【会長数】
    41名（男28名、女13名）
　【働きかけの内容】
　　各事業への参加呼びかけ

青少年課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

青少年課

33.市立校園のPTA活動へ男女共同参画の視点に立った研修への参加を働きかけます

　・市立校園ＰＴＡ活動において研修等への参加の働きか
　　けを行う。

　・市立校園のＰＴＡ活動に男女共同参画の視点に立った研修等への参加
　　の働きかけ
　【働きかけを行った研修名】
　　・生活指導連絡委員会研修会「子どもたちのために」
　　・市Ｐ大会「困難を乗り越えて強く生きる」
　【具体的な働きかけの方法】
　　文書とメールでの案内
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,644 23 1,544
24 1,621 24 1,701
25 1,612 25 1,229
26 1,389 26
27 1,377 27 1,349
28 1,446 28 1,208
29 1,455 29 924
30 1,430 30
31 31
32 32

34.講座等の開催や交流の場の提供を積極的に行います

（ 5 ）男女共同参画の視点での学習機会の提供と支援

　・ふらっと市民セミナーの実施

　・ふらっと ねやがわまつりの開催

　・ふらっと ねやがわ連絡会への活動支援

  ・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　自分も相手も大切にする女性のための
　　自己主張トレーニング（入門編）
　【内容】
　　この講座では、自分の気持ちに向き合い、相手のことも尊重した
　　自己主張ができるようになり、相手との対等な関係を築けるよう
　　になることを目指し、内在化した固定的性別役割意識に気づき、
　　そこから解放され、「女性だからこうあるべき」ではない個人と
　　して自立できる力を得るきっかけになることを目的とした。
　【参加者数】
　　女性のみ募集　36人/２回

　・ふらっと ねやがわまつりの開催
　　ふらっと ねやがわ登録団体によるワークショップや展示、講演、
　　市民を巻き込んだ交流会等を実施し、学習機会や交流の場の提供
　　を行った。
　【参加者数】
　　190人（男 54人、女 136人）
　【講演会テーマ】
　　「不平等で先の見えない社会を若い女性たちはどう生きているか」
　　（講師）
　　　首都大学東京都市教養学部人文・社会系准教授
　　　杉田　真衣　氏
　・ふらっと ねやがわ連絡会への活動支援
　【支援内容】
　　ふらっと ねやがわ連絡会事業「性の売買を考える～規制が遅れた
　　『最後』の性暴力～」を開催するにあたって、講師への報酬等に
　　おける支援

人権文化課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 0
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 877 29 557
30 30
31 31
32 32

23 147 23 104
24 163 24 170
25 128 25 280
26 115 26 120
27 191 27 100
28 152 28 120
29 173 29 95
30 157 30
31 31
32 32

35.演劇や音楽等、様々な手法を用いて男女共同参画の理念の浸透を図ります

　・ふらっと市民セミナーの実施

36.講座等開催時の一時保育実施を推進します

人権文化課

人権文化課

　・講座等における一時保育の実施
　【実施予定回数】36回
　【保育実施予定の講座名】
　　恒久平和を願う市民のつどい　１回
　　人権を考える市民のつどい　　１回
　　ヒューマンライツシアター　　２回
　　人権学習市民連続講座　　　　３回
　　ふらっと市民セミナー　　　　24回
　　ふらっとシネマ　　　　　　　３回
　　ふらっと ねやがわまつり　　 １回
　　ふらっと ねやがわ連絡会事業 １回

　・講座等における一時保育の実施
　【実施回数】22回
　【主な事業】
　　平和を考える市民のつどい、人権を考える市民のつどい、ふらっと
　　ねやがわまつり、各種ふらっと市民セミナー等

　・一時保育調査の実施
　【内容】
　　市主催事業での一時保育実施事業を行っている庁内各課に対して、
　　実績・計画の調査及び一時保育実施の推進における依頼を行った。

　・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　山家悠平アコースティック・ライブ
　　～労働と生活の間で見つける情景の歌～
　【内容】
　　人は社会の一員として労働に従事することによって“普通の労働者”
　　と呼ばれ、一人前の社会人として承認されると考えられる。しかし、
　　今日の日本社会における働き方は多様化しており、“普通の労働者”
　　の概念は均一ではない。
　　労働によって一人ひとりが自分の生活を営む社会において、性差や固
　　定観念にとらわれずに個人がいきいきと生きことの尊さが伝わるライ
　　ブを行う。
　【参加者数】
　　男４人　女17人　計21人

29



目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,032 23 763
24 1,171 24 472
25 302 25 870
26 1,347 26 1,096
27 1,347 27 1,242
28 1,597 28 1,431
29 1,613 29 1,424
30 1,545 30
31 31
32 32

　　【健康推進室】
　　乳幼児と保護者のための健康づくり実践講座　４回
　　健康づくり実践講座　５回
　　どこでも健康教室　　６回
　　骨粗鬆症予防教室　　２回
　　子育て支援課
　・市主催事業等における一時保育の実施
　保育期の子どもを持つ市民を含め年齢や性別にかかわり
　なく、講座等に不自由なく参加できるよう、一時的な子
　ども保育サービスを実施する。

　　子育て支援課
              ・子育てリフレッシュ館
　　　　　　　・こどもセンター
　　　　　　　・子育て応援リーダー事業
              ・「０歳からのむし歯予防教室」
　　　　　　　・「すくすく教室」
　

　　教育研修センター
　　　一時保育の実施計画なし
　　中央図書館
　　　各種講座保育
　　青少年課
　　　「ねやがわ子どもフォーラム」

　・市主催事業等における一時保育の実施
　保育期の子どもを持つ市民を含め年齢や性別にかかわりなく、講座等に
　不自由なく参加できるよう、一時的な子ども保育サービスを実施した。
　【主な事業】
　　健康推進室
　　　　　乳幼児と保護者のための健康づくり実践講座　４回
　　　　　健康づくり実践講座　５回
          どこでも健康教室　　６回
　　　　　骨粗鬆症予防教室　　２回
　　子育て支援課
　　　　　こどもセンター
　　　　　親支援プログラム
　　　　　「０歳からのむし歯予防教室」
　　　　　「すくすく教室」
　　教育研修センター
　　　「教育フォーラム」・・・実施していない
　　中央図書館
　　　「読み聞かせ講座」「おはなしの入門講座」
　　青少年課
　　　「ねやがわ子どもフォーラム」

健康推進室
子育て支援課
（こどもセン
ター含む）

教育研修セン
ター

文化スポーツ室
中央図書館
青少年課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題２．　生涯にわたる男女共同参画にかかわる教育や学習の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,577 23 1,484
24 1,544 24 150
25 1,134 25 1,035
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 1,023 30
31 31
32 32

23 91 23 90
24 90 24 51
25 52 25 52
26 53 26 53
27 53 27 53
28 59 28 55
29 56 29 56
30 56 30
31 31
32 32

　・出前講座の実施 　・出前講座の実施
　広報ねやがわに利用啓発の記事掲載（平成26年度は３回掲載）
　講座パンフレットを市内公共施設へ配架するとともに自治会等の関係団体
　へ配布
　
　【出前講座実績】

広報広聴課
関係各課

38.地域等での学習機会の提供に努めます

人権文化課

　
　・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　男性の働き方が変われば、社会が変わる！
　【内容】
　　仕事と家事や育児・介護との両立は、今まで女性の問題とされること
　　が多かったが、現在は共働き世帯が増え、男性も家事や育児、介護等
　　に関わることが多くなってきている。
　　この講座では、共働き世帯の男性の現状や抱える問題に焦点をあて、
　　男性の立場・視点から男女共同参画の意義や取組みについて理解を深
　　めた。
　【参加者数】
　　男７人、女５人　計12人
　

　・ふらっと市民セミナーの実施
　・男女共同参画情報誌「ルュミエール」による情報提
　　供と啓発

37.男女共同参画に関する講座や催しなどへの男性の参加促進を図ります

H28 H29

実施件数 162 144

参加者数（男） 1,867 1,440
参加者数（女） 3,911 3,288

参加者合計 5,778 4,728
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題３.　国際社会への理解 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 1,252 23 1,028
24 1,258 24 0
25 974 25 884
26 759 26 0
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 0
30 877 30
31 31
32 32

23 1,252 23 0
24 1,258 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 0
30 877 30
31 31
32 32

40.国際的な視点から見た男女共同参画の現状について講座や情報提供を行います

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施 　・ふらっと市民セミナーの実施
　　今年度実施なし
　

人権文化課

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）国際規範の認識の促進

39.「女子差別撤廃条約」等、女性の人権に関する国際的な条約の情報提供に努め、理解と普及を図ります

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施 　・ふらっと市民セミナーの実施
　　今年度実施なし
　

人権文化課
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23 1,047 23 0
24 1,037 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施 　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　自分も相手も大切にする女性のための
　　自己主張トレーニング（入門編）
　【内容】
　　この講座では、自分の気持ちに向き合い、相手のことも尊重した
　　自己主張ができるようになり、相手との対等な関係を築けるよう
　　になることを目指し、内在化した固定的性別役割意識に気づき、
　　そこから解放され、「女性だからこうあるべき」ではない個人と
　　して自立できる力を得るきっかけになることを目的とした。

　【参加者数】
　　女性のみ募集　36人/２回
　

人権文化課

（ 2 ）「開発と女性」への理解の促進

41.「開発と女性」への関心を高めるような講座や情報の提供に努めます
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 1,114 23 1,088
24 1,104 24 1,039
25 1,028 25 922
26 1,028 26 1,051
27 1,377 27 1,483
28 1,446 28 1,208
29 1,645 29 924
30 1,430 30
31 31
32 32

人権文化課

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）男女共同参画を推進する市民等のエンパワーメントの支援

42.女性のエンパワーメントを目指す講座の充実や、市民の自主的な男女共同参画社会づくりの学習活動の推進を図ります

　・ふらっと市民セミナーの実施

　・ふらっと ねやがわ連絡会への活動支援

　・ふらっと ねやがわ登録団体への活動支援

 ・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　自分も相手も大切にする女性のための
　　自己主張トレーニング（入門編）
　【内容】
　　この講座では、自分の気持ちに向き合い、相手のことも尊重した
　　自己主張ができるようになり、相手との対等な関係を築けるよう
　　になることを目指し、内在化した固定的性別役割意識に気づき、
　　そこから解放され、「女性だからこうあるべき」ではない個人と
　　して自立できる力を得るきっかけになることを目的とした。

　【参加者数】女性のみ募集　女36人/２回

　・ふらっと ねやがわまつりの開催
　　ふらっと ねやがわ登録団体によるワークショップや展示、講演、
　　市民を巻き込んだ交流会等を実施し、学習機会や交流の場の提供
　　を行った。
　【参加者数】
　　190人（男 54人、女 136人）
　【講演会テーマ】
　　「不平等で先の見えない社会を若い女性たちはどう生きているか」
　　（講師）
　　　首都大学東京都市教養学部人文・社会系准教授
　　　杉田　真衣　氏
　・ふらっと ねやがわ連絡会への活動支援
　【支援内容】
　　ふらっと ねやがわ連絡会事業「性の売買を考える～規制が遅れた
　　『最後』の性暴力～」を開催するにあたって、講師への報酬等に
　　おける支援
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,134 23 746
24 584 24 662
25 584 25 307
26 590 26 309
27 386 27 462
28 527 28 355
29 571 29 463
30 555 30
31 31
32 32

23 9,300 23 9,100
24 9,300 24 9,100
25 9,272 25 9,072
26 9,454 26 9,254
27 10,355 27 10,355
28 9,254 28 9,254
29 9,252 29 8,254
30 8,724 30
31 31
32 32

　・市民活動センターを拠点に、各種講座や交流会等の開催により、市民
　　活動団体間のネットワークづくりや市民活動の活性化の促進
　【活動団体数】171団体
　【各種講座や交流会の内容】
  ・市民活動交流会　市民活動団体が日頃の取組や課題等について自由に
　　意見交換する交流会を実施
　
　・NPOなんでも相談　NPO法人の設立や団体運営のアドバイス、会計処
　　理、税務書類の作成等の相談を実施

43.男女共同参画を考える催しや市民企画による講座等の実施を推進します

　・ふらっと ねやがわまつりの開催

　・ふらっと ねやがわ連絡会への活動支援

　・ふらっと ねやがわまつりの開催　　＜再掲＞
　　ふらっと ねやがわ登録団体によるワークショップや展示、講演、
　　市民を巻き込んだ交流会等を実施し、学習機会や交流の場の提供
　　を行った。
　【参加者数】
　　190人（男 54人、女 136人）
　【講演会テーマ】
　　「不平等で先の見えない社会を若い女性たちはどう生きているか」
　　（講師）
　　　首都大学東京都市教養学部人文・社会系准教授
　　　杉田　真衣　氏
　・ふらっと ねやがわ連絡会への活動支援
　【支援内容】
　　ふらっと ねやがわ連絡会事業「性の売買を考える～規制が遅れた
　　『最後』の性暴力～」を開催するにあたって、講師への報酬等に
　　おける支援

　・市民企画
　　ふらっと ねやがわにおいて、市民が企画する「市民企画講座」の
　　募集・実施
【具体的な内容】
　男女共同参画社会の実現に向けた講座企画を募集し、選考の上、自主
　的な運営、開催をしてもらい、市民の活動の輪を広げる一翼とする。
　その中で、講座の講師謝礼、広報を支援する。（３団体）

人権文化課

44.講座や催しを通じて市民の自主的な活動を支援し、グループ形成やネットワークづくりを促進します

　・市民活動センターを拠点に、各種講座や交流会等の
　　開催により、市民活動団体間のネットワークづくり
　　や市民活動の活性化の促進

市民活動振興室
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,120 23 699
24 970 24 495
25 1,165 25 1,051
26 914 26 692
27 810 27 776
28 670 28 710
29 700 29 1,052
30 1,100 30
31 31
32 32

　・指定管理者によるフェットエスポアールや公民館
　　まつり、学び館フェスタ等の催しの実施を通じた
　　ネットワークづくりの促進。

　・指定管理者によるフェットエスポアールや公民館まつり、学び館
　　フェスタ等の催しの実施を通じたネットワークづくりの促進。
　【参加人数】
　　　①フェットエスポアール　のべ5,324人
　　　②第37回公民館まつり　　のべ9,170人
　　　③学び館フェスタ　　　　のべ　522人
　【目的】
　　　①フェットエスポアール
　　　  日頃の文化・芸術活動の発表を行う場とすると共に年齢を超えて
　　　多くの人達がひとつに集い、楽しく触れ合うことにより、世代間交
　　　流を進めることを目的とする。
　　　②第37回公民館まつり
　　　　「豊かな人間性の育成と新しいコミュニティの創造」
　　　③学び館フェスタ
　　　　幼児から大人まで地域・異文化ふれあい交流を目的とする。
　【成果】
　　　①フェットエスポアール
　　　　日頃の練習成果を披露したエスポアール事業の参加者の自信と
      なり、更なる学びの意欲に繋がった。
　　　②第37回公民館まつり
　　　　各サークルによる舞台発表、展示、模擬店などによりサークル間
　　　及び市民との交流を図った。
　　　③学び館フェスタ
　　　　舞台発表、模擬店など、世代間交流を図ることができた。

社会教育課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 1,037 24 1,029
25 1,612 25 1,230
26 1,389 26 1,051
27 1,377 27 1,312
28 1,402 28 1,198
29 1,409 29 878
30 1,387 30
31 31
32 32

　・男女共同参画学習講座・ふらっと市民セミナーの講座
　　や、ふらっと ねやがわ連絡会、ふらっと ねやがわま
　　つりの催し等を通じたネットワークづくりの促進

  ・ふらっと市民セミナーの実施　　＜再掲＞
　【タイトル】
　　自分も相手も大切にする女性のための
　　自己主張トレーニング（入門編）
　【内容】
　　この講座では、自分の気持ちに向き合い、相手のことも尊重した
　　自己主張ができるようになり、相手との対等な関係を築けるよう
　　になることを目指し、内在化した固定的性別役割意識に気づき、
　　そこから解放され、「女性だからこうあるべき」ではない個人と
　　して自立できる力を得るきっかけになることを目的とした。
　【参加者数】
　　女性のみ募集　36人/２回

　・ふらっと ねやがわまつりの開催　　＜再掲＞
　　ふらっと ねやがわ登録団体によるワークショップや展示、講演、
　　市民を巻き込んだ交流会等を実施し、学習機会や交流の場の提供
　　を行った。
　【参加者数】
　　190人（男 54人、女 136人）
　【講演会テーマ】
　　「不平等で先の見えない社会を若い女性たちはどう生きているか」
　　（講師）
　　　首都大学東京都市教養学部人文・社会系准教授
　　　杉田　真衣　氏

人権文化課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 9,300 23 9,100
24 9,300 24 9,100
25 9,272 25 9,072
26 9,454 26 9,254
27 10,355 27 10,355
28 9,254 28 9,254
29 9,254 29 8,254
30 8,724 30
31 31
32 32

23 464 23 464
24 500 24 488
25 500 25 493
26 939 26 560
27 561 27 511
28 666 28 459
29 627 29 503
30 605 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30 0
31 31
32 32

　・登録団体閲覧用個票をまとめたファイルによる情報
　　提供

　・登録団体閲覧用個票の設置
　【内容】
　　ふらっとねやがわにおいて、市民が閲覧できるよう、登録団体の
　　活動内容等の情報をまとめたファイルを設置することにより情報
　　提供を行った。（毎年年度末更新）

人権文化課

45.市民活動団体等に関する情報の収集・提供に努めます

社会教育課

・市民活動団体の情報収集・提供 　・市民活動団体の情報収集・提供
　【提供の方法及び提供先】
　  市民活動センターにポスター・チラシを設置し、また、ホームページへ
　 掲載するなど
　【主な提供先】
    市民活動センター登録団体など

　・年に３回、生涯学習情報誌の発行・
　　「講座・イベント編」年２回
　　「団体サークル編」年１回
　【発行数】
　　講座・イベント編(上半期)　発行部数：1500冊(＠77.26円)
　　講座・イベント編(下半期)　発行部数：1700冊(＠86.12円)
　　サークル・団体編　　　　　発行部数：2700冊(＠88.56円)

市民活動振興室

・年３回生涯学習情報誌の発行

37



目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 168 23 168
24 162 24 103
25 126 25 157
26 177 26 157
27 173 27 163
28 171 28 163
29 172 29 165
30 174 30
31 31
32 32

23 23 23 13
24 7 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・人権啓発作品集の発行
　【内容】
　　人権問題及び人権尊重についての作文（中学生）と詩（小学生）の入
　　選作品集
　【発行部数】
　　教育指導課　1400冊(120,960円)
　　人権文化課　500冊(43,200円)

教育指導課
人権文化課

（ 2 ）男女共同参画の視点に立った文化創造活動の推進と支援

46.市民が共に担う文化創造活動の推進と支援に努めます

　・人権啓発作品集の発行
　・人権啓発作品展の実施
 
 
　・人権啓発作品集の発行

　・人権啓発作品展の実施
　
　・人権啓発作品展の実施
　【開催期間】12月４日～10日
　【展示内容】
　
　（教育指導課）個人作品・共同作品・福祉体験等子どもたちの活動の様
　　　　　　　　子をとらえたパネルや写真・人権啓発ポスター等の展示
　（人権文化課）男女共同参画社会を目指したパネル「デートＤＶ」、「
　　　　　　　　人権宣言」のパネル展示等

教育指導課
人権文化課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 20,651 23 23,388
24 10,545 24 10,329
25 19,782 25 19,738
26 21,791 26 21,513
27 19,830 27 19,663
28 21,763 28 21,599
29 20,571 29 20,381
30 10,292 30
31 31
32 32

 ・市民文化・芸術活動の促進事業の実施
【具体的な実施内容】
　　○市民文化芸術祭
　
　　○寝屋川ミュージックデー
　
　　○囲碁・将棋推進事業

　・市民文化・芸術活動の促進事業の実施
　【具体的な実施内容】
　　○市民文化祭
　　【目的】毎年11月3日文化の日を中心に市民作品展、音楽祭、芸能祭、
    演芸祭等を開催することで、文化芸術活動の発表の場及び鑑賞の
    機会を提供し、市民の自主的な文化芸術活動の促進を図る。
　　【参加人数】9,764人
　　○寝屋川ミュージックデー
　　【目的】 市内の中学校、高校、高専、大学の吹奏楽部が一堂に会し、
    日頃の音楽活動の成果を発表し、交流を深めるとともに音楽技術の
    向上と音楽文化の発展を図る。
　　【参加人数】2,225人
　　○アルカスピアノコンクール
　　【目的】アルカスホールのスタインウェイピアノ及び音響設備を活用
    した、全国規模のピアノコンクールを開催し、音楽文化の振興を図
    る。
　　【参加人数】633人
　　○ミュージカル「寝屋のはちかづき」
　　【目的】寝屋川市に伝わる民話「はちかづき姫」を題材にした本格的
    なミュージカルを開催し、子どもの鑑賞機会の充実や地域に根ざした
　　文化の振興を図る。
　　【参加人数】2,184人
    ○囲碁・将棋推進事業
    【目的】小中学生の初心者を対象とした囲碁・将棋教室や成果発表のた
　　めの大会など、囲碁・将棋を通じて礼儀礼節、社会マナー教育も含め青
　　少年健全育成を行う。
　　【参加人数】992人
 
　

文化スポーツ室
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,644 23 746
24 1,621 24 672
25 1,612 25 1,229
26 1,389 26 1,051
27 1,377 27 499
28 571 28 355
29 769 29 349
30 578 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26
27 0 27
28 28
29 29
30 30
31 31
32 32

　・池の里クラブによるスポーツ教室の実施
　【開催回数】441回
　【参加者数】延べ6,569人
　【内容】
　　幼児から成人まで各世代別に、体操・陸上・バトミントン・ヨガ等
　　様々な種目の教室を開催している。

（ 3 ）男女共同参画社会を目指すスポーツ活動の推進と支援

　・市民体育館の指定管理者によるスポーツ教室の実施 　・市民体育館の指定管理者によるスポーツ教室の実施
　【開催回数】30 回
　【内容】延べ23,574人
    インストラクターによる教室、単発教室、健康づくり教室、団体主管
　　の教室など、子どもから高齢者まで多種多様な教室を開催している。 文化スポーツ室

　・池の里クラブによるスポーツ教室の実施

47.市民が共に楽しめるスポーツの場の提供に努めます

文化スポーツ室

　・ふらっと ねやがわまつりの開催

　・ふらっと ねやがわ連絡会への活動支援

　　・ふらっと ねやがわまつりの開催　＜再掲＞
　　ふらっと ねやがわ登録団体によるワークショップや展示、講演、
　　市民を巻き込んだ交流会等を実施し、学習機会や交流の場の提供
　　を行った。
　【参加者数】
　　190人（男 54人、女 136人）
　【講演会テーマ】
　　「不平等で先の見えない社会を若い女性たちはどう生きているか」
　　（講師）
　　　首都大学東京都市教養学部人文・社会系准教授
　　　杉田　真衣　氏
　・ふらっと ねやがわ連絡会への活動支援　＜再掲＞
　【支援内容】
　　ふらっと ねやがわ連絡会事業「性の売買を考える～規制が遅れた
　　『最後』の性暴力～」を開催するにあたって、講師への報酬等に
　　おける支援

人権文化課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 357 23 292
24 377 24 311
25 25
26 26
27 27
28 28
29 29
30 30
31 31
32 32

23 2,441 23 3,354
24 2,953 24 2,785
25 3,240 25 1,552
26 1,719 26 1,436
27 1,500 27 1,007
28 786 28 464
29 786 29 368
30 786 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27
28 28
29 29
30 30
31 31
32 32

（ 4 ）パソコンを活用した活動等の支援

48.市民がパソコンの知識や技術を習得し、活用する力を養うための講座を実施します

　・平成26年度3月をもって、男女共同参画推進センター
　　の活動室のパソコンの設置を終了

　
　　※平成26年度3月をもって、男女共同参画推進センターの活動室の
　　パソコンの設置を終了

人権文化課

　・育児ママさんスポーツ教室は平成24年度をもって終了 　・育児ママさんスポーツ教室は平成24年度をもって終了

文化スポーツ室

・市民のニーズに合わせた内容でパソコンに接する機会を
　提供し、操作等についてパソコンを活用する力を養う講
　座の実施

　・エスポアール及び学び館でのパソコン教室
　　市民のニーズに合わせた内容でパソコンに接する機会を提供し、
　操作等についてパソコンを活用する力を養う講座を実施
　【内容】
　　○エスポアール
　　　パソコン総合講座
　　○学び館
　　　パソコン講座
　【参加者延べ人数】
　　エスポアール　延べ　304人
　　学び館　　　　延べ　 30人

社会教育課
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目標Ⅱ　男女共同参画社会実現に向けた文化の創造
課題４.　性別にとらわれない活動の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 52 23 39
24 52 24 39
25 47 25 35
26 47 26 39
27 10 27 0
28 9 28 0
29 8 29 0
30 7 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 27
28 28
29 29
30 30
31 31
32 32

　
　　※平成26年度3月をもって、男女共同参画推進センターの活動室の
　　パソコンの設置を終了

人権文化課

　・平成26年度3月をもって、男女共同参画推進センター
　　の活動室のパソコンの設置を終了

49.インターネット等の情報化に対応した市民のネットワークづくりの促進を図ります

・地域ポータルサイト「ねやがわ元気ねッと」への支援 　・地域ポータルサイト「ねやがわ元気ねッと」への支援
　【運営方法、支援内容等】
　
　【アクセス数】
　 　0件（平成29年度）

情報化推進課
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題1.　男女の働く権利の確立 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 23 23 13
24 7 24 0
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　・国・大阪府等からのリーフレットやチラシ、冊子等、
　　啓発物による情報提供

　・寝屋川事業所人権推進連絡会への情報提供

　・パネル展示の実施・ふらっと市民セミナー

　・ふらっと市民セミナー
　【タイトル】
　　アラフォー非正規シングル女性の今後を考える
　【内容】
　　本講座は、アラフォー非正規シングル女性の生きづらさと社会構造、
　　日本的雇用とジェンダーとの関連等を知ることで、「自分の現状は
　　自己責任」との自己卑下から解放されることを主な開催目的とした。
　【参加者数】男３人、女13人（計16人）
　
　・国・大阪府等からのリーフレットやチラシ、冊子等、啓発物による情
　　報提供
　【提供方法】
　　「ふらっと ねやがわ」や「いきいき文化センター」において啓発物
　　　を配架、及び電話等で相談される市民に対し情報提供や関係機関の
　　　紹介を行っている。

人権文化課

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）労働に関する法律・権利の周知

50.「男女雇用機会均等法」を始めとする労働に関する法律や制度の周知を図り、働く場における男女共同参画を促進します

　
　・国、大阪府等からのリーフレットやチラシ、冊子等、
　　啓発物による情報提供

　・国、大阪府等からのリーフレットやチラシ、冊子等、啓発物による情報
　　提供
　【提供方法】
　　産業振興センターの情報コーナーでの情報提供

産業振興室
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題1.　男女の働く権利の確立 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 125 23 107
24 125 24 115
25 120 25 108
26 110 26 109
27 98 27 107
28 101 28 86
29 81 29 17
30 50 30
31 31
32 32

・男女平等の視点に立った進路指導の研究と指導

・総合的な学習時間等での職場体験学習の実施

　・男女平等の視点に立った進路指導の研究と指導

　・総合的な学習時間等での職場体験学習の実施

教育指導課

（ 2 ）性別にとらわれない労働観・職業観の醸成

52.児童・生徒が性別に基づく固定観念にとらわれない労働観・職業観を持てるよう指導を進めます

産業振興室

　・国、大阪府等からのリーフレットやチラシ、冊子等、
　　啓発物による情報提供

　・国、大阪府等からのリーフレットやチラシ、冊子等、啓発物による情報
　　提供
　【提供方法】
　　産業振興センターの情報コーナーでの情報提供

51.女性労働者が、妊娠、出産等により、不利益を被らないよう、企業、事業主に対して啓発に努めます

44



目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題1.　男女の働く権利の確立 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 205 23 205
24 381 24 1,948
25 974 25 882
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　
　・国、大阪府等からのリーフレットやチラシ、冊子等、
　　啓発物による情報提供

　・国、大阪府等からのリーフレットやチラシ、冊子等、啓発物による情報
　　提供
　【提供方法】
　　産業振興センターの情報コーナーでの情報提供

産業振興室

53.固定的な性別役割分担意識にとらわれず、働く女性・男性のモデルの情報提供を図ります

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示 　・ふらっと市民セミナー　＜再掲＞
　【タイトル】
　　アラフォー非正規シングル女性の今後を考える
　【内容】
　　本講座は、アラフォー非正規シングル女性の生きづらさと社会構造、
　　日本的雇用とジェンダーとの関連等を知ることで、「自分の現状は
　　自己責任」との自己卑下から解放されることを主な開催目的とした。
　【参加者数】男３人、女13人（計16人）

人権文化課
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題２．　就業や起業に関する支援　 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 1,037 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

（ 1 ）就労継続への支援

行政の役割（具体的取組）

54.能力向上や資格習得等、就労継続への支援制度の情報提供に努めます

　・就労に繋がる資格取得等に関する情報提供
　【情報提供の方法】
　　　産業振興センター及び地域就労支援センター
　　（ねやがわシティ・ステーション内）での情報
　　　提供
　【内容】
　　　各種、就職訓練（職業訓練）案内等

　・就労に繋がる資格取得等に関する情報提供
　【情報提供の方法】
　　　産業振興センターの職業情報コーナーの情報提供
　

産業振興室

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示の実施 　・ふらっと市民セミナー
　
　【タイトル】
　　「女性のための“再就職”応援講座」（２回連続）
　　　～働きたいを応援します～
　【内容】
　　再就職をしようと考えている女性を対象に、就職をする際の心構
　　えと実際の就職活動に役立つ実践的なことを学ぶ講座を実施。
　
　【参加者数】
　　女性のみ募集　７人/２回 人権文化課
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題２．　就業や起業に関する支援　 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 84 30
31 31
32 32

　・ハローワーク等のリーフレット、チラシ等による情報提供
　【提供方法】
　　　産業振興センターの就労相談での情報提供
　・大阪労働局との雇用対策協定に基づき、９月から第２・４金曜日にハ
　　ローワークの専門スタッフが子育て中の方を対象に就労に関する相談
　　を受ける「出張マザーズコーナー」を開設。
　【相談者数】
　　延べ31名

産業振興室

55.多様な雇用形態の把握に努め、労働局等、労働に関する相談窓口の情報提供を行います

　・国・大阪府及び、労働関係機関が実施する労働相談
　　への誘導
　

　・国・大阪府及び、労働関係機関が実施する労働相談への誘導
　【誘導件数】０件
　・大阪府と連携し、労働に関するセミナーと個別相談会を開催
　【開催日時】
　　平成30年３月８日　午後３時から午後５時40分
　【参加者数】
　　セミナー14名、相談１名

産業振興室

（ 2 ）再就職への支援

56.職業安定所（ハローワーク）等、関係機関と連携し、就職機会に関する各種情報を提供します

　・ハローワーク等のリーフレット、チラシ等による情報
　　提供
　・大阪労働局との雇用対策協定に基づき、９月から第２
　　・４金曜日に子育て中の方を対象にハローワークの専
　　門スタッフが就労に関する相談を受け付ける「出張マ
　　ザーズコーナー」を開設。
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題２．　就業や起業に関する支援　 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 1,890 23 1,856
24 1,937 24 1,926
25 2,636 25 2,630
26 2,198 26 2,164
27 1,948 27 1,895
28 4,172 28 4,145
29 3,327 29 3,285
30 3,430 30
31 31
32 32

57.再就職を希望する女性を支援する講座や再就職準備講座等を実施します

　・就職困難者を対象とした就労相談（週４回）の実施
　
　・三市合同就職面接会の実施（H30.10.31 交野市（予定）)

　・出張マザーズコーナーの開催（毎月第２・４金曜日）

　・就職困難者を対象とした就労相談（週４回）の実施
　【相談件数】　205件（男171人　女34人）
　【件数の多い相談内容】　求人検索
　【就職に結びついた件数】　14件（男11人　女３人）

　・三市合同就職面接会の実施（H30.1.19 メセナひらかた会館)
　【目的・内容】
　　ハローワーク枚方管内の寝屋川市、枚方市、交野市の三市が合同で
　　就職困難者のための就労支援事業として、地元企業による面接会を開催。
　【成果】参加数82名、就職者11名（うち寝屋川市民２名）

　・出張マザーズコーナーの開催
　【相談者数】のべ31名

　・ハローワーク等の求人情報や関係機関からのリーフレ
　　ット、チラシ等による情報提供

　・ハローワーク等の求人情報や関係機関からのリーフレット、チラシ等
　　による情報提供
　【提供方法】
　　「ふらっと ねやがわ」においてハローワークの求人情報を配架して
　　　いる。

人権文化課

産業振興室
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題２．　就業や起業に関する支援　 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

58.再就職に向けた資格習得等に関する情報を提供します

　・産業振興センターや地域就労支援センターにおいて、
　　職業訓練等資格習得に関するリーフレット、チラシ等
　　による情報提供を行う。

　・大阪労働事務所等からの職業訓練校の募集案内等の情報提供
　【就職に結びついた件数】0件

産業振興室

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示の実施 　・ふらっと市民セミナー　＜再掲＞
　
　【タイトル】
　　「女性のための“再就職”応援講座」（２回連続）
　　　～働きたいを応援します～
　【内容】
　　再就職をしようと考えている女性を対象に、就職をする際の心構
　　えと実際の就職活動に役立つ実践的なことを学ぶ講座を実施。
　【参加者数】
　　女性のみ募集　７人/２回

人権文化課
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題２．　就業や起業に関する支援　 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 4,870 23 4,800
24 4,870 24 4,760
25 5,060 25 5,030
26 6,010 26 5,030
27 6,230 27 5,950
28 6,746 28 6,385
29 6,720 29 6,310
30 6,720 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

（ 3 ）起業に関する情報の提供

59.起業を目指す女性に対して、必要な知識等の情報提供や相談、学習機会の提供を行います

　・国・大阪府、関係機関等からの情報提供
　・創業希望者に対する経営相談及びセミナーの開催

　・国・大阪府、関係機関等からの情報提供

　・各セミナーの実施
　【タイトル】
　　創業支援セミナー
　【内容】
　　市内での起業を目指す方に、起業に必要な基礎知識、事業計画の立て
　　方などを学んでいただくセミナー
　【参加者数】　23人（内女性10人）

　・経営相談
　【相談件数】　977件（内女性187件）
　

産業振興室

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示の実施 　・ふらっと市民セミナー　＜再掲＞
　
　【タイトル】
　　「女性のための“再就職”応援講座」（２回連続）
　　　～働きたいを応援します～
　【内容】
　　再就職をしようと考えている女性を対象に、就職をする際の心構
　　えと実際の就職活動に役立つ実践的なことを学ぶ講座を実施。
　【参加者数】
　　女性のみ募集　７人/２回

人権文化課
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題２．　就業や起業に関する支援　 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 3 27 3
28 3 28 2
29 2 29 2
30 2 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

60.商工関係団体との情報交換に努めます

　・寝屋川事業所人権推進連絡会へ女性の活用促進に関す
　　る情報提供

　・寝屋川事業所人権推進連絡会へ女性の活用促進に関する情報提供
　【提供方法】
　　　「人権リーダー養成講座」等研修や、会議の中で行っている

人権文化課

（ 4 ）女性の活用促進に関する企業への働きかけ

61.女性の活用促進に関する情報提供を行います

　・「寝屋川市産業振興条例」の施行に伴い、さらなる
　　産業振興を推進するため、「産業振興に関する連絡
　　調整会議」を設置し、各団体と情報交換を行ってい
　　く。

　・「寝屋川市産業振興条例」の施行に伴い、さらなる産業振興を推進する
　　ため、「産業振興に関する連絡調整会議」を設置し、各団体と情報交換
　　を行っていく。

　【情報交換の方法】会議の開催（年２回）
　
　【会議の目的】
　　産業の振興に関する取組の進捗状況について、市民、事業者、産業経済
　　団体等と意見・情報を交換し、市内産業のさらなる振興を図ることを目
　　的に開催。

産業振興室
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題３.　行政内部における男女平等の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 1,544 23 1,106
24 1,420 24 1,110
25 1,426 25 1,061
26 1,436 26 1,026
27 1,705 27 1,201
28 2,069 28 1,254
29 2,180 29 1,435
30 2,015 30
31 31
32 32

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）採用・配置における男女平等の推進

62.人材活用の視点に立って女性職員の職域拡大や能力開発に努めます

　・「人事・給与制度改革プラン」に基づく取組の推進

　・女性職員のキャリアアップ研修及び女性の活躍推進
　　（女性の働きやすい職場環境づくり）について考え
　　る機会を提供するための研修の実施<再掲>

　・将来の市政を担う女性幹部候補生を育成するため、
　　女性職員を対象とした自治大学校（第１ 部・第２ 部
　　特別課程）派遣研修の実施<再掲>

　・「人事・給与制度改革プラン」に基づく取組の推進
　【取組内容】
　　女性職員の係長候補者試験の実施の促進
 
　・女性職員のキャリアアップ研修の実施<再掲>
　【取組内容】
　　女性職員の登用の拡大を図り、女性のキャリア形成に関する知識、技法
　　について学ぶ。
　【成果】
　　10/25実施、13名参加

　・女性活躍推進研修の実施<再掲>
　【取組内容】
　　男性管理職、女性職員が共にワークショップを通じて、女性職員から見
　　た良好な職場環境について意見交換をする。
　【成果】
　　１/29実施、46名参加

　・自治大学校（第１部・第２部特別課程）派遣研修への参加<再掲>
　【取組内容】
　　「地方公務員女性幹部養成支援プログラム」として、将来の市政を担う
　　女性幹部職員に必要な政策形成能力及び行政経営能力を修得し、かつ、
　　公務員としての使命感及び管理者意識を涵養することを目的として、高
　　度な研修を行う。
　【成果】
　　研修期間　１/16～２/９、１名参加

人事室
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題３.　行政内部における男女平等の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 3,075 23 2,851
24 3,148 24 2,659
25 3,019 25 2,163
26 2,880 26 2,459
27 6,098 27 3,015
28 5,305 28 2,662
29 5,259 29 3,870
30 5,905 30
31 31
32 32

　・男女雇用機会均等法にのっとった職員採用試験の実施

　・就職支援サイト「リクナビ」への掲載

　・職員採用パンフレット・ポスターの作成

　・職員採用説明会の実施

　・男女雇用機会均等法にのっとった職員採用試験の実施

　・就職支援サイト「リクナビ」への掲載
　【掲載期間】H29.４.６～H30.３.31

　・京阪電気鉄道京橋駅電子看板（デジタルサイネージ）への掲載
　【掲載期間】H29.７.３～H29.７.９

　・職員採用パンフレット・ポスターの作成
　【作成部数】3,500部（パンフレット）、200部（ポスター）
　【配 布 先】
　　　市内公共施設（25か所）、近畿県内の大学（136校）、
　　　資格専門学校（３校）、採用説明会（133部）等

　・職員採用説明会の実施
　【参加者数】133人（女67人：男66人）

人事室

63.男女雇用機会均等法にのっとった職員の募集・採用を行います

　・各職場でのＯＪＴの推進 　・各職場でのＯＪＴの推進

全部局
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題３.　行政内部における男女平等の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 75
25 100 25 75
26 100 26 95
27 400 27 318
28 630 28 325
29 630 29 300
30 430 30
31 31
32 32

（ 2 ）市職員の研修の充実

65.女性職員の意識向上と能力開発を図るための研修等を行います

　・女性職員の能力発揮をテーマとした人権研修の実施

　・女性職員のキャリアップ研修及び女性の活躍推進
　　（女性の働きやすい職場環境づくり）について考
　　える機会を提供するための研修の実施<再掲>

　・女性職員の能力発揮をテーマとした人権研修の実施
　【目的】
　　男女共同参画社会に対応した人材の育成。
　【研修テーマ・内容】
　　女性職員の能力発揮・女性の社会進出や職場環境等について講義やグ
　　ループワークを行う。
　【成果】
　　２/５実施、30人名参加

　・女性職員のキャリアアップ研修の実施<再掲>
　【取組内容】
　　女性職員の登用の拡大を図り、女性のキャリア形成に関する知識、技法
　　について学ぶ。
　【成果】
　　10/25実施、13名参加

　・女性活躍推進研修の実施<再掲>
　【取組内容】
　　男性管理職、女性職員が共にワークショップを通じて、女性職員から見
　　た良好な職場環境について意見交換をする。
　【成果】
　　１/29実施、46名参加

人事室

64.職員の配属・配置において、一方の性に偏らないよう努めます

　・性別にとらわれない職員配置の推進 　・性別にとらわれない職員配置の推進
　【取組内容、方向性等】
　　性別による固定的な仕事の役割分業意識を払拭するための意識改革
　　を推進し、柔軟な人材活用、幅広い知識や職務経験を身に付けられ
　　る人員配置を行う。

人事室
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題３.　行政内部における男女平等の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 75
25 100 25 75
26 100 26 75
27 400 27 289
28 600 28 295
29 914 29 468
30 795 30
31 31
32 32

　・産前産後休暇、育児休業取得職員に対する通信教育講
　　座及びeラーニングの情報提供及び推進

　・女性職員のキャリアアップ研修及び女性の活躍推進
　　（女性の働きやすい職場環境づくり）について考え
　　る機会を提供するための研修の実施<再掲>

　・将来の市政を担う女性幹部候補生を育成するため、
　　女性職員を対象とした自治大学校（第１ 部・第２ 部
　　特別課程）派遣研修の実施<再掲>

　・産前産後休暇、育児休業取得職員に対する通信教育講座及び
　　eラーニングの情報提供及び推進
　【休暇取得職員数】
　　　産前産後休暇18名（出産補助休暇17名）
　　　育児休業23名（男０人：女23人）
　【通信教育講座利用者数】１人

　・女性職員のキャリアアップ研修の実施<再掲>
　【取組内容】
　　女性職員の登用の拡大を図り、女性のキャリア形成に関する知識、
　　技法について学ぶ。
　【成果】
　　10/25実施、13名参加

　・女性活躍推進研修の実施<再掲>
　【取組内容】
　　男性管理職、女性職員が共にワークショップを通じて、女性職員から
　　見た良好な職場環境について意見交換をする。
　【成果】
　　１/29実施、46名参加

　・自治大学校（第１部・第２部特別課程）派遣研修への参加<再掲>
　【取組内容】
　　「地方公務員女性幹部養成支援プログラム」として、将来の市政を担う
　　女性幹部職員に必要な政策形成能力及び行政経営能力を修得し、かつ、
　　公務員としての使命感及び管理者意識を涵養することを目的として、高
　　度な研修を行う。
　【成果】
　　研修期間　１/16～２/９、１名参加

人事室
（人権文化

課）

66.男女共同参画に関する研修や情報提供を充実します
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目標Ⅲ　働く場での男女共同参画の推進
課題３.　行政内部における男女平等の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 255 23 207
24 271 24 157
25 50 25 50
26 23 26 23
27 34 27 50
28 50 28 50
29 50 29
30 30
31 31
32 32

　・男女共同参画推進本部幹事・実務担当者合同研修の
　　実施

　・男女共同参画推進本部幹事・実務担当者合同研修の実施
　【研修テーマ】
　　　男女共同参画に関する研修会
　　　　ア　日時　８月２日　午後２時～４時
　　　　イ　内容　テーマ「ＬＧＢＴの現状と未来」
　　　　ウ　講師　中尾　勇守　氏
　　　　　　（ＦＭゆめのたね　ラジオパーソナリティ）
　【目的】
　　寝屋川市における男女共同参画社会の実現に向けての施策について、
　　企画調整し、総合的かつ効果的に推進するため、男女共同参画の推
　　進に関する会議を開催する。
　　また、幹事・実務担当者合同研修会を実施することにより、職員が
　　自身の仕事を男女共同参画の視点から見つめ直し、業務や職場に反
　　映させていくための契機とすることで、第４期ねやがわ男女共同参
　　画プランの施策推進を図る。
　【内容】
　　女性として生まれながら、自身の性別に違和感を抱き、大学生の時
　　に自分が性同一性障害であることを公表した講師の今までの体験談
　　等を聴くことで、聴講者が性的マイノリティへの正しい理解と認識
　　を深めることを目的として実施。

人権文化課
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題1.　男女共同参画の子育て支援の促進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 31,344 23 31,320
24 46,304 24 38,946
25 55,150 25 50,760
26 62,110 26 62,544
27 71,435 27 71,435
28 75,425 28 72,604
29 76,260 29 76,260
30 76,805 30
31 31
32 32

（ 1 ）地域における子育て支援サービスの充実

67.子育て支援センター・つどいの広場事業の推進を図り、子育てネットワークの支援に努めます

　・こどもセンターを中心として地域子育て支援拠点の
　　連絡会議を開催するなど交流を行い、ネットワーク
　　を強化する。

　・親子の交流の場の提供

　・子育てに関する相談

　・情報提供及び講習

　・地域支援の実施

　・土・日曜日に父母が参画できる講座等の実施

　地域子育て支援拠点
　・つどいの広場５か所の実施主体を公募・選定を行なった。

　・親子の交流の場の提供、子育てに関する相談・情報提供及び講習、
　　子育てサークル等に対する地域支援等の実施
　【支援内容】
　　市民ニーズに対応した取組を実施したことにより、身近な相談場所と
    して施設を利用するきっかけ作りをおこなった。
　　また、各拠点同士の連携を図るため、子育て支援拠点の連絡会を行っ
    た。
    年齢別交流会、もよおし広場、母乳相談、歯科相談、育児相談、
　　サークル支援、学びの広場、利用者支援

　・土・日曜日に父母が参画できる講座等の実施
　【講座目的】
　　・土・日を含めよおし広場を開催することで、母子だけでなく父、
      祖父母を含む親子での参加を促す。
　【参加者数】524人
　【土・日曜日に実施したことによる成果】
　　講座をきっかけに日常的に子育て支援センター・つどいの広場を
    利用する人の増につながった。

子育て支援課

行政の役割（具体的取組）
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題1.　男女共同参画の子育て支援の促進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 276 23 276
24 276 24 265
25 252 25 232
26 208 26 198
27 184 27 474
28 485 28 472
29 470 29 0
30 0 30
31 31
32 32

68.市立保育所等で行っている地域交流活動の充実を促進します

　
　・広場・赤ちゃん教室

　・体験保育

　・所庭開放

  ・広場・赤ちゃん教室
　 【事業目的・内容】
    月1回保育所での季節の遊びなどに参加
    子育て相談やママ友づくりの促進
　　乳食・手作りおもちゃなどの講習
　 【利用者数】  3,571人

　・体験保育
　 【事業目的・内容】
　　1,2歳の保育室に入室いただき、保育体験をする。
    0歳児は離乳食を体験する。
　 【利用者数】  141人

　・所庭開放
　 【事業目的・内容】
　  保育所の所庭を開放し、地域の親子で遊びにきてもらう。
 　【利用者数】  11,141人

保育課

58



目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題1.　男女共同参画の子育て支援の促進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 21,180 23 14,540
24 23,820 24 17,130
25 17,130 25 16,310
26 19,949 26 19,949
27 20,532 27 16,384
28 21,776 28 17,821
29 42,592 29 19,230
30 47,976 30
31 31
32 32

23 593 23 504
24 784 24 745
25 572 25 542
26 596 26 518
27 586 27 532
28 570 28 518
29 543 29 484
30 551 30
31 31
32 32

69.一時保育事業等を実施する保育所の拡充を図ります

　・一時預かり事業の実施
　　一般型　：【実施箇所数】　８箇所
　　幼稚園型：【実施箇所数】　10箇所

　・一時預かり事業の実施・充実
　【保育所数】８箇所
　【利用人数】5,191人

　・特定保育事業
　【保育所数】３箇所
　【利用人数】5,357人

子育て支援課

70.ファミリー・サポート・センター事業を促進します

　
　・リーフレットの配布先の拡大や事業の周知など、
    会員拡大に取り組む
　　(こどもセンターにおいてのプチ体験・ファミサポ
　　ランド２回/年)

　・支援活動の充実にむけた、提供会員の拡大と提供
    会員の質の向上
    (24時間提供会員養成講座２回/年。
     秋の講演会の実施)

　
　・個別、地域性等の配慮も視野に入れながら、リーフレ
　　ットの配布先の拡大など、会員拡大に取り組む。

　・支援活動の充実にむけた、提供会員の拡大と提供会員
　　の質の向上

子育て支援課
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題1.　男女共同参画の子育て支援の促進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 26,942 23 26,121
24 23,153 24 15,023
25 15,694 25 15,447
26 15,750 26 13,061
27 15,396 27 108
28 124 28 6,626
29 9,274 29 4,255
30 4,262 30
31 31
32 32

　・保育所（園）、子育て支援センター、健診会場等にお
　　ける子育て相談の実施、情報提供
　　(相談機能→母乳相談12回/年・歯科相談・育児相談
　　情報提供)
　・子育て応援リーダー事業のバンク登録者の新たな
    養成を行う。（30名を予定）
  ・メールねやがわ配信サービスにおいて、「子育て情
    報」の配信を行う
　・市民への情報提供の拡大
　　ねやがわ子育てナビやホームページ等による情報
    提供の実施。

　・保育所（園）、子育て支援センター、健診会場等にお
　　ける子育て相談の実施、情報提供

　・活動内容の充実

　・市民への情報提供の拡大

　・市民への認知度の向上

　・バンク登録者の資質向上及び子育て支援活動の充実
　
　

　
　
　

子育て支援課

71.子育てに関する相談機能や情報提供の充実を図ります
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題1.　男女共同参画の子育て支援の促進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 339,023 23 322,030
24 272,099 24 236,239
25 282,820 25 242,450
26 291,937 26 270,773
27 159,481 27 119,791
28 157,556 28 110,237
29 159,360 29 115,713
30 165,920 30
31 31
32 32

23 131,635 23 114,293
24 158,518 24 140,345
25 153,826 25 137,230
26 170,625 26 145,337
27 232,722 27 176,053
28 235,692 28 207,258
29 221,831 29 149,250
30 229,931 30
31 31
32 32

73.留守家庭児童会等により放課後の児童育成に努めます

　・核家族化の進行など、児童と家庭を取り巻く環境の
　　変化を踏まえ、放課後等に児童が安心して生活でき
　　る居場所を確保するとともに、次代を担う児童の健
    全な育成を支援してまいります。

　・留守家庭児童会事業の実施
　【実施小学校】24小学校
　  平成30年４月１日現在
　【入会児童数】2,160人（男1,144人　女1,016人）
　【指導員数】　任期付人103人（男13人　女90人）
　　　　　　　　アルバイト69人（男14人　女55人）

青少年課

（ 2 ）仕事と子育ての両立に向けた支援

72.産休明け保育、育休明け保育、病児・病後児保育、夜間保育、保育時間の延長等、働く男女の多様な保育需要に対応する保育体制の整備を継続して進めます

 
　・産休明け保育、育休明け保育、夜間保育、病児保育
   （病児対応型、体調不良児対応型）、延長保育を実
　　施、保育需要への対応
 
   夜間保育                      1か所
   病児保育(病児対応型)          2か所
   病児保育(体調不良児対応型)   15か所

　・産休明け保育、育休明け保育、夜間保育、病児・病後児保育（病児対応
　　型、体調不良児対応型）、延長保育を実施、保育需要への対応
　　　夜間保育　　　　　 　　1か所【利用人数】   410人
　　　病児対応型保育　  　 　2か所【利用人数】 1,746人
　　　体調不良児対応型保育  14か所【利用人数】 3,441人

保育課
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題1.　男女共同参画の子育て支援の促進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 282 23 346
24 249 24 141
25 155 25 57
26 110 26 92
27 84 27 63
28 822 28 83
29 0 29 0
30 2,111 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 945 25 777
26 648 26 648
27 648 27 648
28 646 28 298
29 648 29 295
30 368 30
31 31
32 32

（ 3 ）男性の子育てへの参画促進

子育て支援課

　・母子健康手帳と同時に副読本「赤ちゃん その幸せの
　　ために」の配布

　・父子健康手帳の交付
　【作成冊数】2,200冊

　・母子健康手帳と同時に副読本「赤ちゃん　その幸せのために」の配布

　・父子健康手帳の交付
　【作成冊数】2,100冊

子育て支援課

74.男女が共に子育てにかかわるよう、啓発と機会の提供に努めます

 ・RELATTO（リラット・子育てリフレッシュ館）や子育
　て支援拠点で父親が参加しやすい講座、イベント等を
　実施することで、父親が子育てに参加する意識を高め
　る。

　・子育て支援センター等で男性の保護者を対象とした講座、イベント等の
　　実施
　【父親を対象とした講座・イベントの講座名】
　　・市内12か所の拠点で毎月講座を実施しており、父母等保護者が
　　　自由に参加可能となっている。
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題1.　男女共同参画の子育て支援の促進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 257
25 1,134 25 884
26 909 26 1,236
27 1,418 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

23 494 23 494
24 494 24 481
25 323 25 323
26 322 26 322
27 323 27 323
28 323 28 310
29 322 29 382
30 332 30
31 31
32 32

75.男性が参加しやすいように「パパママ教室」を展開します

　・リフレッシュ館の事業において、プレママ教室・
　　パパママ体験教室に類似した事業を開催するため
　　廃止し、類似した出産準備教室・子育て体験教室
　　を８月より実施する。

　
　・プレママ教室の開催
　【実施回数】18回

　・パパママ体験教室の開催
　【実施回数】12回

子育て支援課

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施
　
　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　男性の働き方が変われば、社会が変わる！
　【内容】
　　仕事と家事や育児・介護との両立は、今まで女性の問題とされること
　　が多かったが、現在は共働き世帯が増え、男性も家事や育児、介護等
　　に関わることが増えている。
　　共働き世帯の男性の現状や抱える問題に焦点をあて、男性の立場・視
　　点から男女共同参画の意義や取組みについて理解を深める講座。
　【参加者数】
　　　男７人、女５人　計12人
　

人権文化課
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題２.　仕事と生活の両立支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 15 23 15
24 15 24 15
25 0 25 0
26 15 26 15
27 0 27 0
28 0 28 0
29 15 29 15
30 0 30
31 31
32 32

23 70 23 70
24 115 24 0
25 0 25 0
26 50 26 0
27 0 27
28 28
29 29
30 30
31 31
32 32

　平成26年度より実績なし

社会教育課

（ 1 ）仕事と生活の両立に向けた支援

76.男女共同参画の推進に向けた総合評価方式による入札制度を検討します

　・特に、新たに導入を検討している入札制度等はない。 　・清掃業務委託の総合評価制限付一般競争入札の実施
　【評価項目】
　　①男女共同参画
　　②ハラスメント等の対策
　【評価内容】
　　①育児・介護の休暇、休業制度等の就業規則の有無及び内容の評価
　　②ハラスメント防止の社内規定及び長時間労働削減への取組に関す
　　　る内容の評価

契約課

77.男性が家事等の実践的な知識や技術を身につける講座等の実施や情報提供に努めます

行政の役割（具体的取組）
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題２.　仕事と生活の両立支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
（ 1 ）仕事と生活の両立に向けた支援

行政の役割（具体的取組）

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 0
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 0
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

（ 2 ）仕事と生活の両立に向けた啓発

78.男女が共に仕事と家庭・地域活動の両立を図ることができるように、企業、事業主に対して労働時間の短縮、休業制度の運用を促す啓発を進めます

　・国・大阪府等からのリーフレット等による情報提供
　【内容】
　　　産業振興センターの情報コーナーでの情報提供

産業振興室

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施
　
　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　男性の働き方が変われば、社会が変わる！
　【内容】
　　仕事と家事や育児・介護との両立は、今まで女性の問題とされること
　　が多かったが、現在は共働き世帯が増え、男性も家事や育児、介護等
　　に関わることが増えている。
　　共働き世帯の男性の現状や抱える問題に焦点をあて、男性の立場・視
　　点から男女共同参画の意義や取組みについて理解を深める講座。
　【参加者数】
　　　男７人、女５人　計12人
　

人権文化課

　・寝屋川事業所人権推進連絡会への情報提供
　
　・寝屋川事業所人権推進連絡会の中で、関連する情報提供

人権文化課

　
　・国・大阪府等からのリーフレット等による情報提供
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題２.　仕事と生活の両立支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
（ 1 ）仕事と生活の両立に向けた支援

行政の役割（具体的取組）

23 1,047 23 0
24 1,037 24 257
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

80.関係機関と連携して、企業や事業主、市民に向けて育児・介護休業制度に関する情報を提供し、啓発に努めます

　
　・国・大阪府等からのリーフレット等による情報提供 　・国・大阪府等からのリーフレット等による情報提供

　【内容】
　　　産業振興センターの情報コーナーでの情報提供

産業振興室

（ 3 ）男性の育児・介護休業取得促進

79.男性の職場優先の意識・ライフスタイルを見直すための啓発と情報提供に努めます

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施
　
　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　男性の働き方が変われば、社会が変わる！
　【内容】
　　仕事と家事や育児・介護との両立は、今まで女性の問題とされること
　　が多かったが、現在は共働き世帯が増え、男性も家事や育児、介護等
　　に関わることが増えている。
　　共働き世帯の男性の現状や抱える問題に焦点をあて、男性の立場・視
　　点から男女共同参画の意義や取組みについて理解を深める講座。
　【参加者数】
　　　男７人、女５人　計12人
　

人権文化課
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目標Ⅳ　仕事と生活の調和の実現
課題２.　仕事と生活の両立支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
（ 1 ）仕事と生活の両立に向けた支援

行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　・寝屋川事業所人権推進連絡会への情報提供 　　・寝屋川事業所人権推進連絡会への情報提供なし

人権文化課

（ 4 ）女性のライフプランニング支援

81.女性が生涯を通じたライフプランについて考える機会を提供します

　・ふらっと市民セミナーの実施
　
　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　女性の生き方講座
　　「わたしが生きづらい理由～生きづらさを言葉にしてみよう～」
　【内容】
　　女性の生きづらさの要因の一つには、社会の慣行やその根本にある性
　　別役割分業意識が根強くあることが考えられる。
　　この講座は、自らの生きづらさを言語化し、問題意識を共有すること
　　で誰もが前向きに自分らしく生きられる社会を目指す一助にし、その
　　原因が、社会のしくみや慣行にあることに気付き、変革しようとする
　　ことで、男女共同参画社会実現への一歩とした。
　【参加者数】
　　女性のみ募集　12人
　

人権文化課
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題１.　看護・介護への社会的支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 4,590 23 3,622
24 405 24 314
25 427 25 351
26 5,661 26 4,877
27 434 27 212
28 498 28 372
29 5,928 29 4,895
30 452 30
31 31
32 32

23 117,785 23 107,901
24 151,510 24 142,185
25 223,807 25 215,920
26 286,865 26 271,746
27 276,833 27 255,955
28 281,124 28 264,266
29 275,892 29 253,266
30 281,269 30
31 31
32 32

23 164 23 198
24 198 24 147
25 232 25 130
26 150 26 192
27 262 27 89
28 226 28 68
29 226 29 89
30 226 30
31 31
32 32

83.地域包括支援センターを中核として、関係機関と連携し、地域に密着した情報提供と相談支援を推進します

　
　事業の継続実施 　・H26.4.1から新たに3ヶ所の地域包括支援センターを開

　　設し、中学校区ごとに地域包括支援センターを設置す
　　ることで、地域や関係機関と連携し、地域に密着した
　　情報提供や相談支援を推進します。
　（新規開設包括）
　・第一中学校区地域包括支援センター（東圏域）
　・第七中学校区地域包括支援センター（南圏域）
　・友呂岐中学校区地域包括支援センター（西北圏域)
　【地域包括センターの数（平成29年度末）】12ｹ所
　【相談件数】6,343件
　【相談内容】介護サービスに関する相談1,149件
　　　　　　　生活上の相談　　　　　　1,435件
　　　　　　　介護保険の申請　　　　　1,203件

高齢介護室

84.介護保険施設等の整備に当たっては、入居者及び介護者の人権が保障されるよう努めます

　・地域介護・福祉空間の整備及び推進事業者選定委員
　　会の開催（２回）

　・地域密着型サービス等運営委員会の開催（３回）

　・地域介護・福祉空間の整備及び推進事業者選定委員会の開催（１回）
　　認知症対応型共同生活介護（グループホーム）の整備にあたり、
　　２事業者の公募があり、２事業者が選定された。（内、１事業者は、
　　選定後に辞退）

　・地域密着型サービス等運営委員会の開催（１回）
　　法人の運営方針、財務状況、施設の充実性、運営体制、職員体制等を
　　審査し、介護保険施設等の整備における運営計画の適格性の確認。

高齢介護室

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）介護施策の充実

82.高齢者保健福祉計画（介護保険事業計画）を推進し、高齢福祉サービスの充実に努めます

　　・高齢者保健福祉計画（2018～2020）の策定。 　・高齢者保健福祉計画（2015～2017）の推進及び次期計
　　画（高齢者保健福祉計画（2018～2020）の策定）

高齢介護室
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題１.　看護・介護への社会的支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 200 23 292
24 0 24 0
25 0 25 0
26 259 26 258
27 0 27 0
28 0 28 0
29 270 29 281
30 0 30
31 31
32 32

23 6,196 23 6,311
24 7,145 24 6,635
25 6,852 25 6,543
26 7,132 26 6,152
27 7,132 27 6,963
28 7,740 28 6,844
29 7,553 29 6,001
30 7,029 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

87.看護・介護への男性の参画が進むよう、意識啓発、情報提供に努めます

　・30年度は計画なし 　29年度は計画なし。

高齢介護室

85.仕事と看護・介護の両立が図られるよう、介護者への情報提供に努めます

　・30年度は計画なし 　・高齢者保健福祉の手引き2018を作成

高齢介護室

86.介護者のネットワークづくりなど、家族介護の支援を推進します

　日帰りバス旅行、ミニ交流会など 　・家族介護者交流事業
　【事業内容】交流会　8月・11月・2月（3回）
　【参加者数】44人

　・家族介護用品
　【支給者数】1,310人 高齢介護室

（ 2 ）男性の看護・介護への参画促進と支援
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題１.　看護・介護への社会的支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 308 23 308
24 308 24 212
25 308 25 180
26 310 26 183
27 309 27 206
28 306 28 168
29 306 29 177
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・家族介護教室の実施
　【事業内容】
　　　認知症高齢者介護講習会（11月） ５日間コース
　　　高齢者介護講習会　　　（８月～９月）５日間コース
　【実施回数】10回
　【参加者数】　 82人（男 18人  女 64人）
    　　       延290人
　※各講習会とも１回のみの受講も可能

　平成29年度をもって廃止

89.児童・生徒が看護・介護への関心を高められるよう、看護・介護学習、福祉講座等の推進を図ります

　・総合的な学習の時間等での福祉体験学習の実施 　・総合的な学習の時間等での福祉体験学習の実施
　【体験学習の具体的な内容】
　アイマスク体験、車いす体験、高齢者疑似体験、命の出前授業等
　【対象の学年】
　小学校４～６年生及び中学１・２年
　
　・情報提供・指導
　【提供方法】
　　福祉学習説明会で社会福祉協議会との連携による情報提供、人権啓発
　　作品展示

教育指導課

88.男女が共に参加できる介護教室を開催し、技能習得を図ります

　平成30年度は計画なし

高齢介護室
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題２．　高齢者や障害者の自立と連帯への支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 297 23 256
24 0 24 0
25 327 25 29
26 0 26 0
27 0 27 0
28 51 28 49
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 17,155 23 16,255
24 16,255 24 16,255
25 19,255 25 17,525
26 17,835 26 17,835
27 17,835 27 17,795
28 18,443 28 18,443
29 23,002 29 23,388
30 22,230 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 43,178 28 43,178
29 86,356 29 43,178
30 0 30
31 31
32 32

91.高齢者の経済的自立のための就労支援や働く場の確保に向けて、関係機関との連携に努めます

　・シルバー人材センターとの連携
　補助金支出（運営補助）
　作業委託
　男性・女性ともに就労可能な作業を委託
　高齢者交通系ＩＣカード購入補助事業チラシの全戸配布

　・シルバー人材センターとの連携
　補助金支出（運営補助）
　作業委託
　男性・女性ともに就労可能な作業を委託
　高齢者交通系ＩＣカード購入補助事業チラシの全戸配布
　【シルバー人材センターの人数】
 　1,207人（男793人　女414人）
　

高齢介護室

92.高齢者の自立に向けたグループホーム等の整備に努めます

　
　平成31年度の整備に向け、公募等の準備を行う。

・認知症対応型共同生活介護（グループホーム）の整備
　　整備圏域：西北圏域
　　開設：平成30年３月１日
　　定員：18床

高齢介護室

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）高齢者への自立支援

90.高齢者のニーズの把握に努めます

　・30年度は計画なし
　
　・29年度は計画なし

高齢介護室
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題２．　高齢者や障害者の自立と連帯への支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 3,824 23 3,375
24 177 24 124
25 160 25 131
26 4,628 26 4,186
27 169 27 151
28 2,930 28 2,680
29 5,869 29 5,821
30 205 30
31 31
32 32

23 71 23 43
24 68 24 39
25 69 25 42
26 68 26 67
27 68 27 34
28 68 28 34
29 65 29 20
30 54 30
31 31
32 32

23 212,819 23 229,094
24 228,939 24 273,129
25 303,794 25 324,171
26 301,967 26 410,678
27 436,349 27 414,748
28 451,592 28 455,690
29 518,491 29 538,266
30 569,825 30
31 31
32 32

（ 2 ）障害者への自立支援

93.障害者のニーズを把握するとともに、障害福祉計画に基づき、障害福祉サービスの充実に努めます

　・寝屋川市障害者長期計画（第２次計画）及び寝屋川市
　　障害福祉計画（第４期計画）に基づく事業の実施
　・寝屋川市障害福祉計画（第４期計画）の推進
　【計画期間】平成27年度～29年度
　・寝屋川市障害長期計画（第３次計画）及び障害福祉計
　　画（第５期計画）の策定（※平成28年度～平成29年度
　　にかけて、2か年で策定する）
　【計画期間】長期計画　平成30年度～35年度
　　　　　　　福祉計画　平成30年度～32年度

　・寝屋川市障害者長期計画（第２次計画）及び寝屋川市
　　障害福祉計画（第４期計画）に基づく事業の実施
　・寝屋川市障害福祉計画（第４期計画）の推進
　【計画期間】平成27年度～29年度
　・寝屋川市障害長期計画（第３次計画）及び障害福祉計画（第５期計
　　画）の策定
　　（※平成28年度～平成29年度にかけて、2か年で策定する）
　【計画期間】長期計画　平成30年度～35年度
　　　　　　　福祉計画　平成30年度～32年度

障害福祉課

94.障害者の経済的自立のための就労支援や働く場の確保に向けて、関係機関との連携に努めます

　・関係機関にて実行委員会を実施（就業・生活支援
　　センター、就労以降支援事業所、支援学校、ハロ
　　ーワーク、障害福祉課）
　・寝屋川エル・ガイダンスを実施予定

　・障害者就業・生活支援センター等との連携
　【活動内容】
　・寝屋川エル・ガイダンスを実施し、就労者の体験談及び企業の受け
　　入れ方針や支援について発表の機会を持つ
　・面接者を企業の人事担当者やハローワーク枚方の方に担当していただ
　　き、模擬面接を実施する
　【実施日時】平成29年11月7日（火）午前10時～午後３時
　　　　　　参加者　110名

障害福祉課

95.障害者の自立に向けたグループホーム等の整備に努めます

　・グループホーム事業の実施
　【事業目的・内容】
　 孤立の防止、生活への不安の軽減、共同生活による
　身体・ 精神状態の安定などを目的とし、共同生活を
　営む住居において、相談、家事、介助（入浴・排泄
　等）などの援助を行う。

　・グループホーム事業の実施
　【事業目的・内容】
　　　孤立の防止、生活への不安の軽減、共同生活による身体・精神状態
　　　の安定などを目的とし、共同生活を営む住居において、相談、家事
　　　、介助（入浴・排泄等）などの援助を行う。

障害福祉課
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題２．　高齢者や障害者の自立と連帯への支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 632,410 23 575,824
24 593,715 24 616,217
25 652,032 25 646,385
26 648,289 26 683,226
27 717,534 27 749,500
28 792,934 28 778,100
29 871,279 29 861,467
30 765,078 30
31 31
32 32

23 5,843 23 5,822
24 6,220 24 5,985
25 5,843 25 5,811
26 5,843 26 5,801
27 5,843 27 5,764
28 6,170 28 5,731
29 6,168 29 6,067
30 6,080 30
31 31
32 32

23 29,876 23 29,861
24 37,000 24 37,000
25 49,000 25 49,000
26 49,000 26 49,000
27 49,000 27 49,000
28 49,000 28 49,000
29 55,000 29 45,171
30 45,939 30
31 31
32 32

96.ひとり暮らしの障害者への生活自立に向けた支援を行います

　・ホームヘルプサービス事業やガイドヘルプサービス
　　事業の実施
　【事業目的・内容】
    障害のある方の地域での生活を支えるため、ホーム
　　ヘルパーが、自宅を訪問して、入浴、排せつ、食事
　　等の介護、調理、洗濯、掃除等の家事、生活等に関
　　する相談や助言など、生活全般にわたる援助を行っ
　　たり、移動に著しい困難を有する視覚障害のある方
　　が外出する際、本人に同行し、移動に必要な情報の
　　提供や、移動の援護、排せつ、食事等の介護のほか
　　本人が外出する際に必要な援助を適切かつ効果的に
　　行う。

　・ホームヘルプサービス事業やガイドヘルプサービス事業の実施
　【事業目的・内容】
     障害のある方の地域での生活を支えるため、ホームヘルパーが、自宅
　　 を訪問して、入浴、排せつ、食事等の介護、調理、洗濯、掃除等の家
　　 事、生活等に関する相談や助言など、生活全般にわたる援助を行った
　　 り、移動に著しい困難を有する視覚障害のある方が外出する際、本人
　　 に同行し、移動に必要な情報の提供や、移動の援護、排せつ、食事等
     の介護のほか、本人が外出する際に必要な援助を適切かつ効果的に行
     う。
　

障害福祉課

97.障害者が気軽に相談できるよう努めます

　・聴覚障害者指導員によるコミュニケーション支援を
　　実施するとともに生活及び就労、医療面の相談を受
　　ける。
　・障害児療育相談員が月に１回、２名を対象に発達診
　　断の実施及び相談を受ける

　・身体・知的・精神障害者相談員や、聴覚障害者福祉指導員、障害児等療
　　育相談員による相談等の実施
　【相談件数】1,729件
　　　身体　690件　・知的　355件・精神障害者相談員による相談　135件
　　　　　　　　　　　　　　　　〈計1,180件〉
　　　聴覚障害者福祉指導員　526件
　　　障害児等療育相談員 23 件（男18、女5）

障害福祉課

　・委託相談支援事業所により総合的な相談を受けると
　　ともに、必要な支援を関係機関と協力し実施する
　・ピアサポートセンター事業として視覚障害者、聴覚
　　障害者、難病のピアカウンセリングを実施する。

　・相談、地域生活活動支援事業の実施
　【事業内容】
　

　・市直営１ヶ所・委託4ヶ所の相談支援事業所を設けて、障害者の相談支
　　援の実施
　【相談件数】731人、12773件

　・ピアサポートセンター事業
　【事業内容】視覚障害者、聴覚障害者、難病のピアカウンセリング
　【相談件数】12件（たすけあいの会）

障害福祉課
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題２．　高齢者や障害者の自立と連帯への支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 10,000 23 9,449
24 10,000 24 4,445
25 10,000 25 5,829
26 10,000 26 5,744
27 10,000 27 8,993
28 10,000 28 5,614
29 10,000 29 3,908
30 10,000 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 363 23 361
24 208 24 218
25 241 25 159
26 224 26 190
27 210 27 159
28 186 28 159
29 188 29 324
30 340 30
31 31
32 32

　・建築物の建築・改修時等に、ベビーベッドやベビー
　　チェアの設置等、男女共同参画推進のための施設整
　　備への助言・指導を行う。

　・建築物の建築・改修時等に、ベビーベッドやベビーチェアの設置等、男
　　女共同参画推進のための施設整備への助言・指導を行政指導として実施
　　した結果
　【設置件数】２件

まちづくり指導課

99.福祉のまちづくりに対する市民の理解を深めるための情報提供を行います

　・広報誌やパンフレット等を通じて、ノーマライゼー
　　ションのまちづくりの推進
　・精神障害者啓発事業の実施
　　市民向け講演会の実施、支援者向け研修の実施
　・差別解消法について、市民向け講演会の実施及びチ
　　ラシの作成
　・アルコール依存症に関するリーフレットの配布

　・広報誌を通じて精神疾患についての理解促進・啓発を実施。
　　うつ病について年間５回
　・精神障害者啓発事業の実施
　　１月28日（日）市民向け講演会を実施
　【内容】うつと笑いのカウンセリング
　　　　　子どもも楽しめるイベントとして実施。
　【延参加者】約180名
　・精神障害者の支援者向けに研修を実施
　・アルコール依存症に関する理解・啓発リーフレットの配付を
　　すすめた
　・発達障害者支援理解促進講演会「発達凸凹を活かそう～弱み
　　をだれにも負けない強みへ変えるために～」

障害福祉課

( 3 ）男女共同参画による福祉のまちづくりの推進

98.高齢者や障害者を始め、だれもが利用しやすい施設、環境の整備に努めます

　・市ホームページや「福祉のしおり」を通じて、利用
　　者に周知。
　・利用者、家族より相談を受け、助成内容について検
　　討する。
　・身体障害者手帳1級、2級、又は3級の体幹又は下肢
　　機能障害者がいる世帯。
　・療育手帳Ａ（重度）の知的障害者のいる世帯。（住
　　宅改造を必要とするかどうかは、世帯員の状況、住
　　宅の状況等を勘案して決定。）

　・住宅改造に関する助成制度の実施
　【助成内容】住み慣れた住宅において、安心して健やかな生活を送るた
　　　　　　　め、重度障害者に対し、住宅改造費の助成を行う。
　　　　　　　限度額80万円。所得税額により1/1.1/2.1/3と助成額が変
　　　　　　　わる。
　
　【実施件数】11件

障害福祉課
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題２．　高齢者や障害者の自立と連帯への支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・国や大阪府が作成したパンフレットや整備基準等
　　の冊子を用いて窓口指導やパンフレット等の配布
　　を行う。

　・国や大阪府が作成したパンフレットや整備基準等の冊子を用いて窓口
　　指導やパンフレット等の配布を行った。
　【パンフレットのタイトル】
　・みんなでやさしいまちづくり
　【内容】
　・福祉施設整備の基準についての概要
　【配布の対象・方法】
　・配布対象：建築主や一般市民等
　　配布方法：窓口にて配布や資料ラックに設置

まちづくり指導課
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題２．　高齢者や障害者の自立と連帯への支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 40 23 41
24 44 24 41
25 61 25 60
26 73 26 58
27 94 27 81
28 108 28 80
29 652 29 584
30 110 30
31 31
32 32

23 100 23 100
24 100 24 100
25 100 25 100
26 100 26 15
27 15 27 15
28 15 28 15
29 15 29 15
30 15 30
31 31
32 32

　・ネットワークや仲間づくりへの支援（i～na)
　・在宅障害者の自主サロン「i～naふれあい」を月２回
　　実施する

　・ネットワークや仲間づくりへの支援（i～na)
　・在宅障害者の自主サロン「i～naふれあい」を月２回実施している

障害福祉課

（ 4 ）高齢者や障害者の自主活動やネットワーク活動の支援

100.高齢者や障害者等の自主活動やネットワーク活動を支援します

　・元気アップ体操サポーター養成講座の修了生や
　　元気アップ体操塾の修了生の元気アップ体操の
　　自主活動を支援し、身近な地域で体操を通して
　　の交流場所を増やすことで参加者とサポーター
　　の介護予防を推進する。

　・元気アップ体操サポーター養成講座の修了生や元気アップ体操塾の修
　　了生の元気アップ体操の自主活動を支援し、身近な地域で体操を通し
　　ての交流場所を増やすことで参加者とサポーターの介護予防を推進し
　　た。
　　元気アップ体操の普及のためのＤＶＤを作成した。

　【元気アップ体操サポーター連絡会開催数】
　　６回（延べ参加者数274人）

　【体操中心の会場数】
　　62か所（延べ参加者数34,021人）

高齢介護室

76



目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題３.　多様な家族への理解と生活支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 900 23 1,028
24 1,037 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 107
30 877 30
31 31
32 32

23 8,209 23 8,208
24 8,241 24 8,238
25 9,952 25 9,522
26 9,769 26 9,761
27 9,672 27 9,564
28 9,679 28 9,668
29 9,834 29 9,863
30 9,880 30
31 31
32 32

23 41,452 23 33,743
24 33,197 24 28,267
25 32,987 25 27,854
26 35,954 26 31,642
27 35,249 27 37,682
28 53,222 28 42,581
29 52,170 29 43,453
30 53,516 30
31 31
32 32

　・市政相談、陳情・要望書の受付等による意見の把握
　　＜再掲＞

広報広聴課

広報広聴課

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）多様な家族形態を認め合い、分かり合うための啓発活動の推進

101.多様な家族形態を認め合い、分かり合うための啓発活動を行います

　
　・ふらっとシネマの実施
　【タイトル】
　　「ゲイビー・ベイビー」
　【内容】
　　同性婚が法制化されていないオーストラリアで、同性カップルを親に
　　持つ、思春期４人の子どもたちの日常生活を追ったドキュメンタリー。
　　同性カップルの家族を通して、家族のあり方やセクシャルマイノリティ
　　について考える契機とした。
　【参加者数】
　　　男９人　女18人　　計27人
　

（ 2 ）多様な家族への生活支援

　・ふらっと市民セミナー

人権文化課

102.多様な家族のニーズに応じた相談や情報提供に努めます

　・月１回発行する広報誌において、継続的に当該事業等
　　について啓発を進めていきます。掲載にあたっては、
　　より分かりやすい表現となるように努めます。
　　＜再掲＞

　・広報誌の発行等

　【多様な家族のニーズに応じるための具体的な工夫や取組内容（イラス
　　トの作成等）】
　　記事内容の検索性が高まるように各課から提出された原稿に明瞭・簡
　　潔な見出しをつけており、また誌面スペースにもよるが、記事内容に
　　応じた適切なイラストを作成し掲載している。

　・各種相談事業の実施
　【各種相談件数】

司法書士
宅地建物
取引士

土地家屋

調査士
建築士

H23 1,589 640 949 12 2 10 32 14 18 31 11 20 9 5 4 25 9 16 1,218 589 629

H24 1,508 637 871 16 7 9 28 6 22 28 8 20 14 7 7 23 10 13 1,198 589 609

H25 1,263 538 725 27 19 8 35 8 27 36 16 20 16 6 10 27 14 13 1,202 580 622

H26 1,492 588 904 24 11 13 33 7 26 37 18 19 16 7 9 30 11 19 1,142 543 599

H27 1,412 597 815 13 10 3 33 12 21 41 20 21 11 3 8 31 9 22 1,041 441 600

H28 1,502 638 864 16 7 9 44 16 28 45 24 21 17 6 11 38 15 23 991 486 505

H29 1,360 590 770 3 3 0 53 19 14 40 21 19 20 9 11 22 6 16 803 368 435

H30
H31
H32

男

相談種別 法律相談 行政相談
登記・

測量相談
国税相談

不動産・

建築相談

相続・

遺言等相談
市政相談

男 女 税理士 男 女相談員 弁護士 男 女 行政相談委員 男 女

年
度

男 女 行政書士 男 女 市職員女
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題３.　多様な家族への理解と生活支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 5,159 23 4,489
24 4,627 24 4,278
25 17,678 25 12,735
26 2,834 26 2,562
27 2,391 27 2,300
28 23,098 28 17,065
29 10,294 29 8,427
30 8,913 30
31 31
32 32

23 56,834 23 28,648
24 44,500 24 25,405
25 37,512 25 26,686
26 30,520 26 18,014
27 18,468 27 12,766
28 17,412 28 11,062
29 16,839 29 12,254
30 17,660 30
31 31
32 32

　・母子自立支援プログラム策定事業及びハローワーク
　　と連携した就労支援事業の推進
　　　→母子・父子自立支援員の配置
　
　・母子家庭等自立支援教育訓練給付金
　　＜予　算＞
　　　　雇用保険受給無資格者（２名）170,400円
　　　　雇用保険受給資格者（１名）　 56,800円

　・母子家庭等高等職業訓練促進給付金
　　＜予　算＞
　　　　看護師　　　10名　12,000,000円
　　　　准看護師　　１名　 1,200,000円
　　　　その他　　　１名　 1,200,000円

　・母子自立支援プログラム策定事業及びハローワークと連携した就労支援
　　事業の推進
　　【相談件数】　資格取得に関する相談： 73件
　　　　　　　　　生活援護に関する相談：323件
　　【プログラム策定】　35件
　　【ハローワーク案内】31件
　
　・母子家庭等自立支援教育訓練給付金
　　【給付件数】４件

　・母子家庭等高等職業訓練促進給付金
　　【給付件数】10件

こどもを守る課

広報広聴課

103.ひとり親世帯の自立支援に努めます

　・ホームページは、高齢者や障害者に配慮したページ設計を行い、
　　スマートフォンにも対応した携帯サイトによる行政情報の発信
　・インターネットフェイスブック等との連携を活用した動画配信

　・平成26年度にやさしい日本語の導入など、市ホームペ
　　ージの利便性を向上させています。今年度も市ホーム
　　ページに加え、飛躍的に普及が進んでいるスマートフ
　　ォンのアプリケーションソフトを利用し、行政情報の
　　積極的な発信に努めます。
　　動画配信については、イベント情報を中心に幅広い情
　　報を映像と音声でより分かりやすく発信するよう努め
　　ます。　＜再掲＞

総再生回数 制作総本数

H23 613,401 65,905 32,306 44
H24 599,616 28,010 19,570 36
H25 828,343 24,378 15,570 34
H26 989,818 30,938 18,767 37
H27 1,015,182 28,572 11,741 32
H28 873,100 23,138 17,890 42
H29 1,051,337 23,484 12,902 31
H30
H31
H32

ＨＰトップページ
総アクセス数

携帯サイトトップページ
総アクセス数
（携帯＋ＰＣ）

動画配信

年
度
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題４．　地域に居住する外国人女性への理解と支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 944 23 859
24 843 24 758
25 571 25 277
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）市内に在住する外国人女性への支援

　・ＮＰＯ法人が発行する「外国人のための生活ガイド
　　ブック」による情報提供
　
　・DV被害者に対し、外国人相談コーナーを含めた大阪
　　府の「外国人女性のための相談窓口」の紹介

　・ＮＰＯ法人が発行する「外国人のための生活ガイドブック」による
　　情報提供

　・DV被害者に対し、外国人相談コーナーを含めた大阪府の「外国人女
　　性のための相談窓口」の紹介

人権文化課

104.外国人女性が、安心して日常生活を送るための各種の生活情報や行政サービス情報の提供を行います

　・自動機械翻訳の訳質向上のため、原文となる日本語情
　　報を出来る限り平易な表現とするよう職員向けホーム
　　ページ管理システム操作研修などで周知を行います。

　・ホームページの自動機械翻訳の実施による３か国語（英・中・韓）
　　情報及びローマ字情報の発信に加え平成27年１月から「やさしい
　　日本語」を導入

広報広聴課

H23 26,689 5,539 －
H24 5,198 7,917 －
H25 3,474 8,918 －
H26 3,472 8,314 1,862
H27 3,469 10,920 13,060
H28 2,218 7,131 8,893
H29 2,469 7,976 9,156
H30
H31
H32

自動機械翻訳システム
翻訳件数

ローマ字ページ
アクセス数

年
度

やさしい日本語
アクセス数
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題４．　地域に居住する外国人女性への理解と支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 5,017 23 4,553
24 2,433 24 2,506
25 2,533 25 2,365
26 2,581 26 2,581
27 3,067 27 3,066
28 2,582 28 2,581
29 2,586 29 2,585
30 2,919 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

105.外国語ボランティアの情報提供に努めます

　・通訳ボランティアの情報提供 　・通訳ボランティアの情報提供
　【通訳ボランティア登録者数】68人

市民活動振興室

 ・多文化共生推進事業の中で外国人のための生活
　 相談の実施

　・多文化共生推進事業の中で「外国人のための生活ガイドブック」
　　(英語・中国語・韓国語・タガログ語・スペイン語・ポルトガル
　　語)と「生活ガイドマップ」(同６か国語)を配布
　【配布先】各施設
　
　【女性のニーズに応じる情報の内容】妊娠、出産、子育て
　

　・多文化共生推進事業の中で外国人のための生活相談の実施
　【事業目的】外国人の生活をサポートするための取組等を行うこと
　　　　　　　で外国人が安心して暮らすことができる多文化共生社
　　　　　　　会をめざす。
　
　【事業内容】外国人相談窓口
　
　【相談件数】　68件

市民活動振興室
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目標Ⅴ　あらゆる人が生きがいを持って安心して暮らせる環境整備
課題４．　地域に居住する外国人女性への理解と支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 5,017 23 4,553
24 2,433 24 2,506
25 2,533 25 2,365
26 2,581 26 2,581
27 3,067 27 3,066
28 2,582 28 2,581
29 2,586 29 2,585
30 2,919 30
31 31
32 32

23 5,017 23 4,553
24 2,433 24 2,506
25 2,533 25 2,365
26 2,581 26 2,581
27 3,067 27 3,066
28 2,582 28 2,581
29 2,586 29 2,585
30 2,919 30
31 31
32 32

108.市内在住外国人が、地域の一員として地域づくりに参加できる環境整備に努めます

　・多文化共生推進事業の実施 　・多文化共生推進事業の中で地域住民と外国人が交流できる機会の
　　提供
　【事業目的】外国人が安心して暮らすことができる多文化共生を推
　　　　　　　進するため
　
　【事業内容】外国人と地域住民が交流の輪を広め、ふれあいを深め
　　　　　　　る場として毎回デーマを設けて「多文化交流ひろば」
　　　　　　　を開催
　
　【参加者数】　157人

市民活動振興室

（ 2 ）多文化共生への理解促進

　・ＮＰＯ法人が発行する「外国人のための生活ガイド
　　ブック」による情報提供

　・DV被害者に対し、外国人相談コーナーを含めた大阪
　　府の「外国人女性のための相談窓口」の紹介

　・ＮＰＯ法人が発行する「外国人のための生活ガイドブック」による
　　情報提供

　・DV被害者に対し、外国人相談コーナーを含めた大阪府の「外国人女
　　性のための相談窓口」の紹介

人権文化課

106.外国人女性の人権侵害にかかわる大阪府を始めとする相談機関の情報提供に努めます

　・多文化共生推進事業の実施 　・多文化共生推進事業の実施
　【事業内容】外国人と地域住民が交流の輪を広め、ふれあいを深める
　　　　　　　場を開催
　
　【成果】
　　　多文化交流ひろば開催回数…８回 市民活動振興室

107.多文化共生に関する啓発に努めます
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題１.　生涯を通じた女性の健康づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 317 23 317
24 317 24 317
25 317 25 317
26 317 26 317
27 3,041 27 77
28 43 28 38
29 40 29 26
30 35 30
31 31
32 32

23 1,710 23 1,361
24 2,232 24 2,084
25 1,731 25 1,584
26 1,760 26 1,440
27 2,272 27 1,952
28 2,462 28 2,273
29 3,129 29 2,782
30 4,518 30
31 31
32 32

（ 2 ）女性の健康づくりの支援

111.女性の健康づくりについての情報提供に努めます

　・健康づくりプログラム(健康づくり予定表)の全戸配布
　　【発行部数】121,500冊

　・紙面のレイアウト変更

　・健康づくりプログラム(健康づくり予定表)の全戸配布
　【配布部数】114,364冊

健康推進室

109.性や心と身体に関する相談窓口の充実と情報提供に努めます

・窓口・電話等での対応

・妊娠ＳＯＳカードを窓口設置。
　【カードの内容】
　　思いがけない妊娠に悩んだ時などの相談先を紹介

　・窓口・電話等での対応

　・妊娠ＳＯＳカードを窓口設置。
　【カードの内容】思いがけない妊娠に悩んだ時などの相談先を紹介
　

子育て支援課

110.摂食障害や不妊を始め、思春期、妊娠・出産期、更年期、高齢期における女性の身体的症状を心と身体の両面からとらえ、医療と連携してトータルに応じられる相談に努めま
す

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）生涯の各時期に応じた健診の普及と必要な医療と連携した相談体制の整備

　・健康相談の実施
　・広報・ホームページでの情報提供

　・健康相談の実施
　【実施回数】62回
　【相談件数】延べ670件
　【相談内容】高血圧・高脂血症・心疾患など

健康推進室
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題１.　生涯を通じた女性の健康づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 145,786 23 214,950
24 204,205 24 65,283
25 168,769 25 40,553
26 58,020 26 32,659
27 64,359 27 41,599
28 16,669 28 8,032
29 18,981 29 9,148
30 16,394 30
31 31
32 32

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 1,219
25 1,180 25 1,212
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 0
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

健康推進室
子育て支援課

112.健診等を受診しやすい体制づくりに努めます

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施

　・男女共同参画推進センターにおいて、女性の心と
　　からだに関する図書、資料等の充実

　
　・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　『女性のための骨盤呼吸体操』椅子に座って行う健康体操
　【内容】
　　多くの女性が、家事、出産、育児、介護、職場における長時間座っ
　　ての作業などにより、女性の骨盤は正しい位置からズレている場合
　　があり、またじっくりと自分の身体の状態に向き合う時間を取りに
　　くい。椅子があればどこでも手軽に行える骨盤呼吸体操を行うこと
　　で、自分自身の身体の状態を知り、予防のための体操を学ぶことで
　　女性の健康管理に関する自己決定を促すことを目的とした。
　【参加者数】
　　　女性のみ募集　15人
　

人権文化課

113.女性の身体的特徴を踏まえた健康に関する啓発や学習機会の提供に努めます

　・子宮頸がん予防ワクチン接種の実施 　・子宮頸がん予防ワクチン接種の実施
　【被接種者数】延べ９人
　【対象者】小学６年生～高校１年生相当の女子
　　※平成25年６月14日より積極的な勧奨は控えています。
　
　
　

　・子宮頸がん検診、乳がん検診、大腸がん検診について、無料クー
　　ポン券の発送
　

　・ワガヤネヤガワ健康ポイント事業の実施に伴う受診率の向上
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題２．　性と生殖に関する健康と権利の保障 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 908 23 1,164
24 1,200 24 1,178
25 1,041 25 1,038
26 1,056 26 1,040
27 740 27 915
28 931 28 829
29 905 29 909
30 907 30
31 31
32 32

行政の役割（具体的取組）

(  1 ）性と生殖に関する健康と権利についての意識の浸透

114.あらゆる世代の女性の性の自己管理、自己決定の尊重と浸透を図るため、家庭学習、学校教育、社会教育、保健事業での啓発、学習機会の提供に努めます

（健康推進室）
　健康相談、ヘルスアップ教室、健康づくり実践講座
　の実施。

（子育て支援課）
　リフレッシュ館の事業において、プレママ教室・パ
　パママ体験教室に類似した事業を開催する為、廃止
　した。

　＜リフレッシュ館開催事業＞
  ・出産準備教室　年16回
　・子育て体験教室　年８回

　・健康相談の実施
　【実施回数】62回
　
　【相談件数】延べ670件

　・プレママ教室の実施
　【実施回数】18回
　【参加者数】延332人

　・パパママ体験教室の開催
　【実施回数】12回
　【参加者数】159人

　・ヘルスアップ教室の実施
　【実施回数】7回　【参加者数】延べ180人

　・健康づくり実践講座の実施
　【実施回数】成人期5回　乳幼児期4回
　【参加者数】延べ97人
　

健康推進室
子育て支援課
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題２．　性と生殖に関する健康と権利の保障 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 910 23 0
24 880 24 0
25 842 25 0
26 848 26 0
27 837 27 0
28 837 28 0
29 812 29 0
30 805 30
31 31
32 32

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 1,029
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　・教科書や性教育副読本「ほほえみ」等を活用し、
　　児童・生徒の自尊感情の確立と性的自己決定力が
　　高められるよう、性教育の指導を行う

　・教科書や性教育副読本「ほほえみ」等を活用し、児童・生徒の
　　自尊感情の確立と性的自己決定力が高められるよう、性教育の
　　指導
　【指導にかける時間数・時期】
　　中１　４時間程度

　【具体的な指導方法】
　　保健の授業で体の機能等を含めて指導

教育指導課

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施
　
　・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　アラサー・アラフォー私の妊活
　　～「知らなかった」で後悔しないために～
　【内容】
　　女性特有の心身の変化や病気についての知識は、学校ではほとんど教
　　わる機会がなく、親も正面から伝えにくい風潮が変わらないため、女
　　性の多くが妊娠や出産だけでなく、自分のからだやその変化について
　　知らないことが多い。
　　妊娠を中心とした女性特有のからだの変化やホルモンの働きなどの知
　　識を得ることで、女性自身が生涯を通じた健康づくりを意識してもら
　　うことを目的とした。
　【参加者数】
　　　男３人　女14人　計17人
　

人権文化課
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題２．　性と生殖に関する健康と権利の保障 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 118,008 23 101,239
24 118,008 24 100,127
25 240,048 25 177,055
26 234,889 26 186,756
27 217,618 27 189,388
28 215,018 28 171,205
29 204,828 29 164,189
30 180,357 30
31 31
32 32

23 136 23 142
24 184 24 131
25 226 25 142
26 298 26 248
27 324 27 91
28 132 28 75
29 93 29 62
30 93 30
31 31
32 32

　・妊婦健康診査の公費助成の拡充
　
　【健診費用の助成】
　　　初回　　　　20,000円
　　　２～５回目　 5,000円
　　　６回目　    15,000円
　　　７～10回目　 8,000円
　　　11回目　     9,000円
　　　12～14回目　 8,000円
　
　・妊婦歯科健康診査の公費助成の実施
　

　・妊婦健康診査の公費助成の拡充
　【受診者数】府内2,556人（延19,166件）
　　　　　　　他府県　187人（延1,136件）
　【健診費用の助成】
　　　初回　　　　14,000円
　　　２～５回目　 5,000円
　　　６回目　    15,000円
　　　７～10回目　 8,000円
　　　11回目　     9,000円
　　　12～14回目　 8,000円
　
　・妊婦歯科健康診査の公費助成の実施
　【受診者数】405人（対象者数1,704人）

子育て支援課

116.健康教室、健診時における一時保育の充実を図ります

　・市主催事業等における一時保育の実施
　【主な事業】
　・０歳からのむし歯予防教室 （２回/年）
　
　・すくすく教室（８回/年）

　・市主催事業等における一時保育の実施
　【主な事業】
　　　健康づくり実践講座
　　　どこでも健康教室
　　・０歳からのむし歯予防教室【参加　延70人】
　　　　妊婦及び１歳３か月の児の保護者に対し、歯科医師及
　　　　び歯科衛生士より講話及び歯磨きの実践体験を行う
　
　
　・すくすく教室【参加　延51人】
　　　　未熟児の心身の発達や子育てに関する正しい知識の提
　　　　供を行い、親どうしが交流できる場を作ることにより
　　　　子どもの心身の健やかな育ちを促し、母親の育児を支
　　　　援するための教室

子育て支援課

(  2 ）妊娠・出産・育児期の健診・相談の充実

115.こどもプランに基づき、母子保健事業を推進します
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題２．　性と生殖に関する健康と権利の保障 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 3,682 23 3,231
24 4,135 24 3,904
25 4,728 25 3,341
26 4,727 26 3,977
27 4,728 27 3,887
28 4,379 28 3,505
29 4,193 29 3,657
30 4,786 30
31 31
32 32

23 30 23 30
24 30 24 30
25 30 25 30
26 30 26 30
27 30 27 30
28 30 28 30
29 30 29 30
30 30 30
31 31
32 32

　・成人式等でエイズまん延予防パンフレット等の配布

　・広報紙への掲載

　・成人式等でエイズまん延予防パンフレット等の配布

　・広報紙への掲載

健康推進室

117.妊娠・出産・育児期の心と身体の相談事業の充実を図ります

　・子育て世代包括支援センターの開設（２か所）

　・妊産婦･新生児及び未熟児訪問の実施
　
　・離乳食相談の実施　12回/年
　
　・窓口・電話等での対応

　・リフレッシュ館の事業において、プレママ教室・
　　パパママ体験教室に類似した事業を開催する為、
　　廃止した
　・子育て世代包括支援センターの開設に伴い、助産
　　師が随時母乳栄養の相談に応じることができるた
　　め、母乳相談は廃止

　・「パパママ教室」を「プレママ教室」「パパママ体験教室」に改め
　　実施。

　・プレママ教室の実施
　【実施回数】18回
　【参加者数】延332人

　・パパママ体験教室の開催
　【実施回数】12回
　【参加者数】159人

　・妊産婦･新生児及び未熟児訪問の実施
　【妊産婦訪問件数】1,329件（妊婦128件　産婦1,201件）
　【新生児訪問件数】623件
　【未熟児訪問件数】211件

　・母乳相談の実施　12回/年開催
　

　・離乳食相談の実施　12回/年開催
　
　・窓口・電話等での対応

子育て支援課

118.HIV／エイズや性感染症について正しい理解の浸透を図ります

（ 3 ） HIV ／エイズ、性感染症についての予防啓発の推進
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題３.　男性の心身の健康づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 0 23 0
24 0 24 0
25 945 25 777
26 648 26 648
27 648 27 648
28 298 28 298
29 315 29 295
30 368 30
31 31
32 32

23 469 23 617
24 678 24 650
25 489 25 487
26 497 26 617
27 575 27 439
28 486 28 448
29 481 29 431
30 543 30
31 31
32 32

120.男女が共に参加しやすい健康教室を開催します

　【ヘルスアップ教室】
　　医師、薬剤師、歯科医師による講座を７回実施。
　【健康長生塾】
　　「より健康で文化的な明るい暮らしを築くために」
　　をテーマに７回実施。

　・ヘルスアップ教室の実施
　【実施回数】7回
　【参加者数】延べ180人
　【周知方法】広報、チラシ等

　・健康長生塾の実施
　【実施回数】7回
　【参加者数】延べ417人
　【周知方法】広報、チラシ等

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）男性の心身の健康づくりに向けた啓発

119.ジェンダー（社会的・文化的性別）の視点から、男性の心身の健康づくりについて啓発に努めます

　・父子健康手帳の交付
　　【作成冊数】2,200冊

　・父子健康手帳の交付
　　【作成冊数】2,100冊

子育て支援課

健康推進室
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題３.　男性の心身の健康づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 72 23 72
24 72 24 72
25 72 25 72
26 72 26 72
27 72 27 72
28 72 28 72
29 72 29 72
30 72 30
31 31
32 32

（ 2 ）相談体制の充実

121.男性対象の心の悩み相談の充実を図ります

　・男性のための悩み相談（カウンセリング）の実施
　（毎月第２水曜日）

　・窓口・電話等での対応

　・男性のための悩み相談（カウンセリング）の実施
　【事業内容】
　　　男性が持つ様々な悩みに対応するために、毎月第２水曜日に電話相
　　　談を行っている。
　【相談件数】延べ24件
　【相談内容】
　　　仕事、うつ、家族や職場関係等

　・窓口・電話等での対応

人権文化課
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目標Ⅵ　生涯を通じた心と身体の健康づくり
課題３.　男性の心身の健康づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

行政の役割（具体的取組）

23 162 23 103
24 1,510 24 1,480
25 1,075 25 1,075
26 649 26 648
27 228 27 228
28 227 28 226
29 227 29 227
30 227 30
31 31
32 32

122.自殺防止に向けて専門機関等の情報提供に努めます

　【ゲートキーパー研修の実施】
　・３回実施
　【啓発事業】
　・広報、ホームページ等に啓発
　・庁内放送の実施
　・パネル展示
　【自殺予防対策事業】
　・中央図書館等に関連図書コーナーを設置
　・メンタルヘルスチェック「こころの体温計」の実施

　・自殺予防啓発講演会の実施は未実施

　・パネル展示
　【パネル展示の内容概略】
　　相談機関の紹介、メンタルヘルスについて、自殺の状況について

　・ゲートキーパー研修の実施
　【研修会名】ゲートキーパー養成研修
　【対象】民生委員、医療従事者、市職員
　【概要】自殺対策の強化を図るため、自殺の危険を示すサインに気づき
          適切な対応を図ることができるゲートキーパーを養成する。
　【参加者数】148人

　・広報誌掲載等による自殺予防の啓発

  ・ゲートキーパー手帳の作成

　・庁内放送の実施
　【回数】４回
　
　自殺の予防啓発について

　・広報紙及びホームページ等への掲載
　
　・メンタルヘルスチェック「こころの体温計」の実施

　
　【周知方法】
　・中央図書館において「心のケアを考える！本展」コーナーを設置

　・広告モニター放映

　・職員向けメールマガジンに記事を掲載

健康推進室
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題1.　あらゆる暴力根絶に向けた環境づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 1,145 23 90
24 1,221 24 1,342
25 1,064 25 397
26 849 26 824
27 802 27 895
28 920 28 1,043
29 921 29 601
30 1,068 30
31 31
32 32

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）暴力根絶に向けての啓発

123.女性等に対する暴力の防止のための啓発活動や学習機会の提供に努めます

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施

　・広報紙への掲載

　・男女共同参画情報誌「ルュミエール」の発行

　・女性に対する暴力を防止する運動に合わせて駅前で
    の街頭啓発の実施

　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談
　　先について記載されたリーフレット配布による情報
　　提供

　・ふらっと市民セミナーの実施
　【タイトル】
　　親子で学ぼう！ＣＡＰワークショップ
　　～子どもへの暴力防止プログラム～
　【内容】
　　子どもへの犯罪予防教育プログラムとして小学校１、２年生とその保
　　護者向けにＣＡＰプログラムを実施した。ＣＡＰとはアメリカにある
　　女性のためのレイプ防止活動を行っていた「レイプ救援センター」が
　　開発した子どもへの暴力防止・予防プログラムであるが、子どもへの
　　エンパワメントを行うことより、現在の子どもに迫る暴力の予防とと
　　もに、将来的には女性への暴力、ＤＶやレイプなどの予防教育になる
　　とも考えられる。暴力の被害者にも加害者にもならないように将来の
　　暴力根絶に向けての啓発を行うことを目的とした。
　【参加者数】
　　男４人　女５人　計９人
　
　・女性に対する暴力をなくす運動参加型啓発展示「被害女性を追い詰め
　　る、二次被害をなくそう」の実施

　・広報紙への掲載（女性に対する暴力をなくす運動）
　【掲載時期】
　　　女性に対する暴力をなくす運動にあわせ11月号に掲載
　【掲載内容】
　　　ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ)、性犯罪、売買春、人身取
　　　引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為などの女性に
　　　対する暴力は女性の人権を侵害するものであるという記事を掲載
　　　している。

　・女性に対する暴力をなくす運動に合わせて駅前での街頭啓発の実施
　　市内の鉄道２駅前（京阪寝屋川市駅、京阪香里園駅）
　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談先について記載
　　されたリーフレットの配布による情報提供
　【リーフレットの内容】
　　　ＤＶの内容や構造の説明、相談機関等

人権文化課
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題1.　あらゆる暴力根絶に向けた環境づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 1,070 23 30
24 1,044 24 0
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 876 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施

産業振興室

124.セクシュアル・ハラスメントの防止に関する啓発に努めます

　・関係機関のリーフレット等での情報提供 　・関係機関のリーフレット等での情報提供
　【提供先・対象・提供方法等】
　　　　産業振興センターの情報コーナーでの情報提供

　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　親子で学ぼう！ＣＡＰワークショップ
　　～子どもへの暴力防止プログラム～
　【内容】
　　子どもへの犯罪予防教育プログラムとして小学校１、２年生とその保
　　護者向けにＣＡＰプログラムを実施した。ＣＡＰとはアメリカにある
　　女性のためのレイプ防止活動を行っていた「レイプ救援センター」が
　　開発した子どもへの暴力防止・予防プログラムであるが、子どもへの
　　エンパワメントを行うことより、現在の子どもに迫る暴力の予防とと
　　もに、将来的には女性への暴力、ＤＶやレイプなどの予防教育になる
　　とも考えられる。暴力の被害者にも加害者にもならないように将来の
　　暴力根絶に向けての啓発を行うことを目的とした。
　【参加者数】
　　男４人　女５人　計９人 人権文化課
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題1.　あらゆる暴力根絶に向けた環境づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,047 23 1,028
24 1,037 24 0
25 974 25 884
26 759 26 824
27 802 27 850
28 875 28 852
29 877 29 557
30 877 30
31 31
32 32

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施

　・広報紙への掲載

　
　・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　親子で学ぼう！ＣＡＰワークショップ
　　～子どもへの暴力防止プログラム～
　【内容】
　　子どもへの犯罪予防教育プログラムとして小学校１、２年生とその保
　　護者向けにＣＡＰプログラムを実施した。ＣＡＰとはアメリカにある
　　女性のためのレイプ防止活動を行っていた「レイプ救援センター」が
　　開発した子どもへの暴力防止・予防プログラムであるが、子どもへの
　　エンパワメントを行うことより、現在の子どもに迫る暴力の予防とと
　　もに、将来的には女性への暴力、ＤＶやレイプなどの予防教育になる
　　とも考えられる。暴力の被害者にも加害者にもならないように将来の
　　暴力根絶に向けての啓発を行うことを目的とした。
　【参加者数】
　　男４人　女５人　計９人
　・広報紙への掲載（女性に対する暴力をなくす運動）
　【掲載時期】
　　女性に対する暴力をなくす運動にあわせ11月号に掲載
　【掲載内容】
　　ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ)、性犯罪、売買春、人身取
　　引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為などの女性に
　　対する暴力は女性の人権を侵害するものであるという記事を掲載
　　している。

　・広報紙への掲載（人権週間）
　【掲載時期】
　　人権週間にあわせ11月号に掲載
　【掲載内容】
　　「人権が尊重される社会をめざして」と題し、女性・子ども・高
　　齢者・障害者などにかかわるあらゆる人権課題について記載し、
　　啓発
　　している。

125.児童買春・児童ポルノやストーカー、児童虐待、人身取引等にかかわる啓発活動や学習機会の提供に努めます

人権文化課
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題1.　あらゆる暴力根絶に向けた環境づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 503 23 86
24 554 24 482
25 300 25 258
26 243 26 226
27 301 27 255
28 109 28 97
29 21 29 21
30 84 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

126.児童虐待防止のために児童虐待の通告義務等について広報活動に努めます

　・広報紙への掲載（人権週間）
　【掲載時期】
　　　人権週間にあわせ11月号に掲載
　【掲載内容】
　　「人権が尊重される社会をめざして」と題し、女性・子ども・高齢
　　者・障害者などにかかわるあらゆる人権課題について記載し、啓発
　　している。

　・市民相談の中で必要に応じ、児童虐待についての情報提供・支援

こどもを守る課

人権文化課

　・児童虐待防止のリーフレットの配布等
　【配布枚数】　10,000部
　【配布先】市内保育園、幼稚園等
　
　・広報紙、ホームページ、ねやがわ子育てナビ等への
　　掲載
　・庁内放送の実施

　・街頭啓発の実施
　【実施場所】11月1日に市内4駅（京阪寝屋川市駅、萱島
　　駅、香里園駅、JR東寝屋川駅）で実施予定
　
　【啓発物等】啓発ティッシュ
　　　　　　　手提げ袋
　　　　　　　オレンジリボン

　・広報紙への掲載

　・市民相談の中で必要に応じ、児童虐待についての情
　　報提供・支援

　
　・広報紙、ホームページ、ねやがわ子育てナビ等への掲載
　・庁内放送の実施

　・街頭啓発の実施
　【実施場所】11月1日に市内4駅（京阪寝屋川市駅、萱島駅、香里園駅、
　　JR東寝屋川駅）で実施
　
　【啓発物等】啓発ティッシュ
　【配布先】成人式
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題1.　あらゆる暴力根絶に向けた環境づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 117,785 23 107,901
24 151,510 24 142,185
25 223,807 25 215,920
26 286,865 26 255,018
27 265,394 27 255,955
28 281,124 28 264,266
29 275,892 29 253,266
30 281,269 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

人権文化課

　・中学校区ごとに設置された12か所の地域包括支援
　　センターにおける相談の中で必要に応じ情報提供
　　を実施

　・広報紙への掲載

　・市民相談の中で必要に応じ、高齢者についての
　　情報提供

　・広報紙への掲載
　【掲載時期】
　　　人権週間にあわせ11月号に掲載
　【掲載内容】
　　　「人権が尊重される社会をめざして」と題し、女性・子ども・高齢
　　　者・障害者などにかかわるあらゆる人権課題について記載し、啓発
　　　している。

　・市民相談の中で必要に応じ、高齢者についての情報提供・支援

127.高齢者虐待防止のために高齢者虐待の通告義務等について広報活動に努めます

　・中学校区ごとに設置された12か所の地域包括支援センターにおけ
　　る相談の中で必要に応じ情報提供を実施

高齢介護室

95



目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題1.　あらゆる暴力根絶に向けた環境づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,704 23 1,662
24 1,695 24 1,695
25 1,716 25 1,716
26 1,716 26 1,716
27 1,866 27 1,836
28 1,896 28 1,872
29 1,992 29 1,932
30 1,992 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・女性の心の悩み相談（カウンセリング）の実施
　（面接相談：毎週月・水曜日、毎月第3木曜日　電話相談：毎週金曜日）
　【相談件数】面接相談　延べ563件
　　　　　　　電話相談　延べ295件
　【相談内容】こころ、からだ、ＤＶ被害や人間関係等

　・窓口、電話での対応

　・女性の心の悩み相談（カウンセリング）の実施
　（面接相談：毎週月・水曜日、毎月第３木曜日、
　　電話相談：毎週金曜日）

　・窓口・電話での対応

　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談
　　先について記載されたリーフレットの配布による情
　　報提供
　【リーフレットの内容】
　　　ＤＶの内容や構造の説明、相談機関等

　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談先について記載さ
　　れたリーフレットの配布による情報提供
　【リーフレットの内容】
　　　ＤＶの内容や構造の説明、相談機関等

人権文化課

128.女性の心の悩みの相談（カウンセリング）の充実に努めます

人権文化課

129.被害者の自立支援に向けて、府や関係機関で実施している相談等の情報提供に努めます
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題1.　あらゆる暴力根絶に向けた環境づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

130.心や身体について同じ悩みを持つ女性たちが相互に励まし、支え合えるような支援の在り方について研究します

　　平成30年度なし
　
　　　　　平成29年度なし

健康推進室

　・女子会トークの実施
　【事業内容】
　　女性同士で気軽に話をしていただくことで、共通の
　　問題　や思いを共有し、講座や相談につながる機会
　　や女性のネットワークを広げる場として開催。
　　　月２回、曜日・時間は不定期。毎月チラシ配布で
　　　市民に情報提供

　・女子会トークの実施
　【事業内容】
　　　女性同士で気軽に話をしていただくことで、共通の問題や思いを
　　　共有し、講座や相談につながる機会や女性のネットワークを広げ
　　　る場として開催。
　　　月２回、曜日・時間は不定期。毎月チラシ配布で市民に情報提供

人権文化課
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題1.　あらゆる暴力根絶に向けた環境づくり (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 8,631 23 8,658
24 8,167 24 8,144
25 8,312 25 8,229
26 8,280 26 8,274
27 8,109 27 7,973
28 8,473 28 8,486
29 14,093 29 11,037
30 15,031 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 1 25 1
26 1 26 1
27 1 27 1
28 1 28 1
29 1 29 1
30 1 30
31 31
32 32

131.児童虐待の防止に向けて関係機関と連携し、必要な支援と情報提供を行います

132.高齢者虐待の防止に向けて関係機関と連携し、必要な支援と情報提供を行います

　・高齢者虐待防止ネットワーク会議の開催
　【実施回数】１回
　【内容】
　　関係機関、団体との高齢者虐待の防止、早期発見に
　　つなげるための情報共有、意見交換

　・高齢者虐待防止ネットワーク会議の開催
　【実施回数】１回
　【内容】
　　関係機関、団体との高齢者虐待の防止、早期発見につなげるための
　　情報共有、意見交換

高齢介護室

　・要保護児童対策地域協議会の開催
　
　【実施回数】代表者会議２回、進行管理会議５回、
　　　　　　　実務者会議12回

　・相談や在宅支援等の対応の充実

　・関係機関職員向けの専門研修の実施
　【実施回数】１回

　・スーパーバイザーの招聘

　・子ども家庭総合支援拠点を設置し、わずかな兆しから
　　適切な支援につなげ、児童虐待の未然防止を図る。

　・要保護児童対策地域協議会の開催

　【実施回数】19回（代表者会議２回、進行管理会議５回、実務者会議
　　　　　　　12回）

　・相談や在宅支援等の対応の充実
　
　・スーパーバイザーの招聘
　【実施回数】25回

　・関係機関職員向けの専門研修の実施
　【実施回数】１回

　・こども相談担当の人員配置（13人）
　【相談延件数】1,737件

　・児童虐待防止マニュアルを改訂するとともに、
　　各機関との連携体制の強化を図った。
　【配布部数】1,500部

こどもを守る課
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題２．　配偶者等からの暴力(DV) 根絶に向けた啓発の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 1,675 23 1,502
24 1,037 24 1,342
25 1,064 25 397
26 680 26 824
27 802 27 896
28 920 28 1,043
29 921 29 601
30 1,068 30
31 31
32 32

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）配偶者等からの暴力（DV）防止に関する啓発の推進

133.DV を予防・防止するための学習機会の充実と啓発活動に努めます

　・ふらっと市民セミナー、パネル展示等の実施

　・広報紙への掲載

　・男女共同参画情報誌「ルュミエール」の発行

　・女性に対する暴力を防止する運動に合わせて駅前で
    の街頭啓発の実施

　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談
　　先について記載されたリーフレット配布による情報
　　提供

・ふらっと市民セミナーの実施　＜再掲＞
　【タイトル】
　　親子で学ぼう！ＣＡＰワークショップ
　　～子どもへの暴力防止プログラム～
　【内容】
　　子どもへの犯罪予防教育プログラムとして小学校１、２年生とその保
　　護者向けにＣＡＰプログラムを実施した。ＣＡＰとはアメリカにある
　　女性のためのレイプ防止活動を行っていた「レイプ救援センター」が
　　開発した子どもへの暴力防止・予防プログラムであるが、子どもへの
　　エンパワメントを行うことより、現在の子どもに迫る暴力の予防とと
　　もに、将来的には女性への暴力、ＤＶやレイプなどの予防教育になる
　　とも考えられる。暴力の被害者にも加害者にもならないように将来の
　　暴力根絶に向けての啓発を行うことを目的とした。
　【参加者数】
　　男４人　女５人　計９人
　
　・女性に対する暴力をなくす運動参加型啓発展示「被害女性を追い詰め
　　る、二次被害をなくそう」の実施

　・広報紙への掲載（女性に対する暴力をなくす運動）
　【掲載時期】
　　　女性に対する暴力をなくす運動にあわせ11月号に掲載
　【掲載内容】
　　　ドメスティック・バイオレンス(ＤＶ)、性犯罪、売買春、人身取
　　　引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為などの女性に
　　　対する暴力は女性の人権を侵害するものであるという記事を掲載
　　　している。

　・女性に対する暴力をなくす運動に合わせて駅前での街頭啓発の実施
　　市内の鉄道２駅前（京阪寝屋川市駅、京阪香里園駅）
　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談先について記載
　　されたリーフレットの配布による情報提供
　【リーフレットの内容】
　　　ＤＶの内容や構造の説明、相談機関等

人権文化課
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題２．　配偶者等からの暴力(DV) 根絶に向けた啓発の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 1,773 23 725
24 1,221 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 652 23 631
24 221 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・若い世代が、交際相手に暴力を振るわない、交際相
　　手から暴力を受けない、お互いに対等な関係を築い
　　ていけることをめざし、デートＤＶ教育を推進する

　・生命を大切にし、相手の意思を尊重する等の人権教育の推進
　【具体的な内容】
　　デートＤＶの背景にある「固定的な性別役割分担意識」や「男女の人
　　権」についての正しい知識を深める。
　【関係課との連携内容】
　　教育研修センターと連携した人権啓発研修の周知

教育指導課

　・人権ライブラリーでデートＤＶに関するＤＶＤの保管・貸出
　【内容】
　　　大阪府や内閣府が作成した啓発用のＤＶＤを、市民の要望があ
　　　った際に貸出をしている。

人権文化課

134.DV 防止法についての広報活動に努めます

　・女性に対する暴力をなくす運動参加型啓発展示

　・人権ライブラリーでＤＶに関するＶＨＳの保管・
　　貸出

　・市民相談の中で必要に応じ、ＤＶ防止法について
　　の情報提供・支援

　・女性に対する暴力をなくす運動参加型啓発展示
　　「被害女性を追い詰める、二次被害をなくそう～“はちかづき
　　ちゃんwithパープルリボン”メッセージ・ボードを完成させよ
　　う～」の実施

　・人権ライブラリーでＤＶに関するＶＨＳの保管・貸出
　【内容】
　　　内閣府が作成した、ＤＶの根絶をめざし、ＤＶ防止法のしくみに
　　　ついて解説しているＤＶＤを、市民の要望があった際に貸出をし
　　　ている
　・市民相談の中で必要に応じ、ＤＶ防止法についての情報提供・支援

人権文化課

135.デートDV 防止に関する啓発に努めます

　・人権ライブラリーでデートＤＶに関するＤＶＤの保
　　管・貸出

　・関係機関が作成するデートＤＶに関するリーフレッ
　　トによる情報提供
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題２．　配偶者等からの暴力(DV) 根絶に向けた啓発の推進 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 2,036 23 2,036
24 1,912 24 1,912
25 1,881 25 1,850
26 1,802 26 1,506
27 1,766 27 1,610
28 1,732 28 1,810
29 3,500 29 3,172
30 3,380 30
31 31
32 32

23 0 23 34
24 80 24 18
25 56 25 40
26 34 26 34
27 34 27 0
28 34 28 0
29 34 29 0
30 34 30
31 31
32 32

　・子どもたちが安全安心に成長できるよう、引き続き市
　　立小学校全３・６年生を対象に実施するとともに、６
　　年生に対しては、中学校進学に備えて、いじめに対す
　　る認識や児童性暴力への危機意識を養っていく。

　・ＣＡＰ（子どもへの暴力防止プログラム）に関する学習、研修会の実施
　
　・大人向けのＣＡＰの開催
　【実施回数】
　　　市立全小学校３年生…24校65回
　　　　　　　　　６年生…24校57回
　　　市民（大人向け）　…６回

青少年課

136.DV 被害者支援に向けて庁内関係課や関係機関へ意識の向上を図る機会を提供します

　・寝屋川市ＤＶ被害者支援連絡会議での情報交換・
　　提供

　・寝屋川市ＤＶ被害者支援連絡会議での情報交換・提供
　【会議の要旨】
　　平成29年11月１日、大阪府女性相談センター職員より、
　　「ＤＶ被害者支援機関における支援の現状と課題」の講演と事例検討会
　　　を実施。

人権文化課
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題３．　配偶者等からの暴力(DV) に対する相談体制の整備 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 2,090 23 2,048
24 2,081 24 2,724
25 2,690 25 2,690
26 2,113 26 2,612
27 3,243 27 1,836
28 2,771 28 1,872
29 2,868 29 1,932
30 2,869 30
31 31
32 32

23 386 23 386
24 386 24 386
25 386 25 386
26 397 26 397
27 397 27 396
28 397 28 363
29 397 29 397
30 397 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）相談体制の充実

137.DV の相談体制の充実に努めます

　・女性の心の悩み相談（カウンセリング）の実施
　（面接相談：毎週月・水曜日、毎月第３木曜日、
　　電話相談：毎週金曜日）

　・ふらっと市民セミナー

　・女性の心の悩み相談（カウンセリング）の実施
　（面接相談：毎週月・水曜日、毎月第3木曜日　電話相談：毎週金曜日）
　【相談件数】面接相談　延べ563件
　　　　　　　電話相談　延べ295件
　【相談内容】
　　　こころ、からだ、ＤＶ被害や人間関係等

　・ふらっと市民セミナー
　　平成28年度実施なし

人権文化課

　・女性のための法律相談の実施

人権文化課

139.他市と連携した相談体制の整備に努めます

138.女性のための法律相談の充実に努めます

人権文化課

　・京阪奈ＤＶ被害者支援連絡会の構成市間における相
　　談受付の相互連携

　・女性のための法律相談の実施
　【相談件数】延べ26件

　・京阪奈ＤＶ被害者支援連絡会の構成市間における相談受付の相互連携
　【構成市】
　　　寝屋川市、枚方市、交野市、八幡市、生駒市、京田辺市
　【窓口の情報提供方法】
　　　構成市間の相談窓口の一覧を、女性に対する暴力をなくす運動にあ
　　　わせ、11月号に掲載し、相互連携を図っている。
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題３．　配偶者等からの暴力(DV) に対する相談体制の整備 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 92 23 80
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 395 23 284
24 313 24 313
25 90 25 90
26 240 26 150
27 80 27 65
28 236 28 235
29 90 29 90
30 236 30
31 31
32 32

　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談先について記載さ
　　れたリーフレットの配布による情報提供
　【リーフレットの内容】
　　　ＤＶの内容や構造の説明、相談機関等

　・市民相談の中で必要に応じ、ＤＶについての情報提供・支援

　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談
　　先について記載されたリーフレットの配布による情
　　報提供
　【リーフレットの内容】
　　　ＤＶの内容や構造の説明、相談機関等

　・市民相談の中で必要に応じ、ＤＶについての情報提
　　供・支援 人権文化課

141.相談窓口の広報活動を充実します

　・広報紙への掲載

　・男女共同参画情報誌「ルュミエール」による情報
　　提供

　・男女共同参画週間、女性に対する暴力を防止する
　　運動に合わせて駅前での街頭啓発の実施

　・市民相談の中で必要に応じ、ＤＶについての情報
　　提供・支援

140.DV 被害者の自立支援に向けて、府や関係機関で実施している相談等の情報提供に努めます

人権文化課

　
　・広報紙への掲載（女性に対する暴力をなくす運動）

　・男女共同参画週間、女性に対する暴力をなくす運動に合わせて駅前で
　　の街頭啓発の実施
　　市内の鉄道２駅前（京阪寝屋川市駅、京阪香里園駅）

　・大阪府や関係機関、市で作成したＤＶの構造や相談先について記載さ
　　れたリーフレットの配布による情報提供
　【リーフレットの内容】
　　　ＤＶの内容や構造の説明、相談機関等

　・市民相談の中で必要に応じ、ＤＶについての情報提供・支援
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題３．　配偶者等からの暴力(DV) に対する相談体制の整備 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 255 23 220
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 84 23 34
24 80 24 18
25 56 25 40
26 34 26 34
27 34 27 0
28 34 28 0
29 34 29 0
30 34 30
31 31
32 32

　・ＤＶ被害者支援において、関係課・関係機関等との
　　連携した対応の実施

人権文化課
関係各課

（ 2 ）連携体制の充実

143.「寝屋川市DV 被害者支援連絡会」の充実に努めます

142.府や関係機関・庁内関係課と連携して対応を図ります

　・寝屋川市ＤＶ被害者支援連絡会議の開催 　・寝屋川市ＤＶ被害者支援連絡会議での情報交換・提供
　【会議の要旨】
　　平成29年11月１日、大阪府女性相談センター職員より、
　　「ＤＶ被害者支援機関における支援の現状と課題」の講演と事例
　　検討会を実施。

人権文化課
関係各課

　・ＤＶ被害者支援において、関係課・関係機関等との連携した対応の
　　実施

104



目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題４．　配偶者等からの暴力(DV) 被害者への保護・自立支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課

23 0 23 0
24 0 24 0
25 145 25 0
26 145 26 0
27 145 27 0
28 147 28 0
29 147 29 0
30 147 30
31 31
32 32

23 0 23 220
24 0 24 974
25 0 25 884
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29 0
30 0 30
31 31
32 32

　・市民相談の際に必要に応じて、ＤＶ被害者が必要とす
　　る府営住宅等の情報提供

行政の役割（具体的取組）

（ 1 ）被害者保護のための支援

144.府や関係機関等と連携して、被害者が安心できる緊急一時避難体制を整備します

　・大阪府立女性相談センターや配偶者暴力相談支援セ
　　ンター等と連携した対応の実施

　・ＤＶ被害者緊急一時保護事業の運営

　・大阪府立女性相談センターや配偶者暴力相談支援センター等と連携し
　　た対応の実施

人権文化課
関係各課

（ 2 ）生活自立のための支援

145.DV 被害者やその子どもへの行政手続等に関する情報提供や助言を行います

　・市民相談の際に必要に応じて、ＤＶ被害者が必要とす
　　る情報提供と助言

　・市民相談の際に必要に応じて、ＤＶ被害者が必要とする情報提供と
　　助言

人権文化課
関係各課

146.DV 被害者へ住宅に関する情報提供を行います

　・市民相談の際に必要に応じて、ＤＶ被害者が必要とする府営住宅等
　　の情報提供

人権文化課
関係各課
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目標Ⅶ　女性等に対するあらゆる暴力の根絶
課題４．　配偶者等からの暴力(DV) 被害者への保護・自立支援 (単位：千円）

年度 予算額 計画（事業名及び取組方向） 年度 決算額 実績（事業名及び取組方向） 担当課
行政の役割（具体的取組）

23 2,031 23 220
24 1,767 24 2,741
25 1,788 25 1,788
26 1,788 26 1,788
27 1,866 27 1,908
28 1,968 28 2,796
29 2,064 29 2,001
30 2,064 30
31 31
32 32

23 0 23 0
24 0 24 0
25 0 25 0
26 0 26 0
27 0 27 0
28 0 28 0
29 0 29
30 30
31 31
32 32

　・情報提供と支援

関係各課

　・情報提供と支援

147.DV 被害者の心身の回復を支援します

　・女性の心の悩み相談（カウンセリング）や男性のため
　　の相談（カウンセリング）の情報提供

　・女性の心の悩み相談（カウンセリング）や男性のための相談（カウン
　　セリング）の情報提供

　・ふらっと市民セミナーの実施
　　今年度実施なし

人権文化課
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